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　チェルノブイリ医療支援ネットワークは、チェルノブイリ原発事故で被災した人々のために、現地から
求められる医療支援を行います。
　この活動を通して、日本とベラルーシの人々の心と心のつながりを深めます。

福岡県古賀市駅東2-6-26　パステル館203号
TEL・FAX　092-944-3841

検診団派遣を終えて
～第三世代の医師育成と新たな展開～

ブレストでの甲状腺ガン検診に参加して
～細胞診の現場から～

被災地での検診に参加して感じたもの
～研修医と学生の視点から～

被災地での乳ガン検診
まずは第一歩前進へ

追悼　ステパンさん
のぞみ２１との交流を通して

学生インターン報告

事務局日誌より　主な活動報告

事務局へようこそ！

会員さん紹介コーナー

募金者のお名前とメッセージ

特集：第８回ブレスト検診団帰国報告

「のぞみ21」で働くオレイシャとイーゴリ。ハンディを乗り越えて結ばれた若い二人に、今年新しい家族が増えた

た
く
さ
ん
の
募
金
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
皆
様
の
愛
の
活
動
に
応
援
し
て
い
ま
す
。●
息
長
く
支
援
を
続

け
る
皆
様
に
は
感
謝
で
す
。寺
嶋
さ
ん
も
理
事
長
に
な
ら
れ
世
代

が
若
く
な
り
た
の
も
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。●
検
診
団
派
遣
カ
ン
パ

の
目
標
額
達
成
を
祈
っ
て
ま
す
。●
い
つ
も
お
便
り
楽
し
み
に
し
て

読
ん
で
い
ま
す
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
必
要
な
時
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

●
秋
の
検
診
団
派
遣
の
成
功
を
祈
り
ま
す
。●
早
く
健
康
に
な
り
、

安
穏
な
日
々
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。●
い
つ
も
お
つ
か
れ
様
で
す
。

●
月
日
が
過
ぎ
忘
れ
が
ち
で
す
が
、
今
も
苦
し
ま
れ
て
い
る
方
々

の
少
し
で
も
お
役
に
立
ち
た
く
思
い
ま
す
。●
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の

事
故
の
後
も
村
に
残
っ
た
人
々
は
ど
う
し
て
い
ら
れ
る
の
で
し
ょ

う
。●
み
な
さ
ま
に
愛
と
光
が
ふ
り
そ
そ
ぎ
ま
す
よ
う
に
！
●
支

援
に
関
わ
っ
て
い
る
方
々
の
御
多
幸
を
お
祈
り
し
ま
す
。●
ス
テ
パ

ン
さ
ん
の
訃
報
に
驚
い
て
い
ま
す
。ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。●
い
つ
も
自
分
の
幸
せ
を
か
み
し
め
て
い
ま
す
。地
球
で
起
こ

る
全
て
の
人
災
が
失
く
な
り
ま
す
よ
う
に
。●
少
し
で
も
役
立
て

て
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
い
で
す
。●
み
ん
な
の
優
し
さ
が
形
に

な
り
ま
す
よ
う
に
、
願
っ
て
い
ま
す
。●
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て

下
さ
い
。応
援
し
ま
す
。●
わ
ず
か
で
す
が
、
協
力
さ
せ
て
い
た
だ

け
て
感
謝
し
ま
す
。●
被
害
に
苦
し
む
方
が
、少
し
で
も
減
り
ま
す

よ
う
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。●
私
は
こ
の
活
動
を
知
り
合
い
の

お
店
で
知
り
ま
し
た
。同
じ
世
界
に
こ
ん
な
に
苦
し
ん
で
い
る
人

が
い
る
な
ん
て
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
ん
な
私
１
人
の
募
金
で

は
、あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、１
人
で
も
多
く
の

方
々
の
命
が
助
か
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【
北
海
道
】
児
玉
佐
喜
子

　【東
京
都
】
金
子
幸
夫  

松
本
美
智
代  

山
崎
さ
お
り

　榎
本
み
つ
枝

　マ
イ
ン
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　【神
奈
川

県
】
江
口
英
顕
・
恭
子

　宮
脇
正

　【埼
玉
県
】
高
柳
俊
哉

　【山
梨

県
】
キ
ー
プ
自
然
学
校

　キ
ー
プ
森
の
よ
う
ち
え
ん

　【長
野
県
】

岡
田
薫

　【静
岡
県
】
渋
谷
け
い
子

　佐
々
木
悦
子

　【大
阪
府
】
植

村
仁
美

　堀
江
誠
子

　チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
友
の
会
伏
見
台 

菊
池
順
子

　【京
都
府
】
上
野
結

　細
川
弘
明

　【兵
庫
県
】
日
野
佳
代
子

　米

家
ひ
と
み

　【島
根
県
】
高
山
幸
子

　吉
井
紀
子

　【岡
山
県
】
武
田

麻
希

　【広
島
県
】
松
井
由
美
子

　脇
坂
幸
江

　中
本
治
嘉
子

　山

田
英
雄
【
山
口
県
】
菅
根
愛
子

　大
谷
正
穂

　山
本
美
代
子

　林
隆

子

　【愛
媛
県
】
め
ぐ
み
保
育
園
職
員
一
同

　【福
岡
県
】
山
崎
末
吉

　首
藤
展
子

　秋
葉
靖
子

　深
堀
ミ
チ
子

　藤
ノ
原
良
子

　川
辺
希

和
子

　後
藤
尚
子

　稲
田
泉

　中
村
幸
枝

　天
賀
京
子

　井
手
昌
子

　渡
辺
絹
子

　重
住
秀
子

　中
村
順
子

　サ
ト
ウ
矯
正
歯
科
ク
リ
ニ

ッ
ク

　藪
陽
子

　渡
辺
真
志
子

　白
水
明
代

　福
岡
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ･

ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
セ
ン
タ
ー

　森
満
子

　関
根
敏
子

　渡
邉
裕
美

　

丸
山
千
絵

　吉
村
啓

　伊
藤
ま
ゆ
み

　稲
吉
清
子

　吉
村
千
恵
子

　

久
保
カ
ヨ
子

　下
川
孝
子

　稲
垣
栄
子

　宇
都
宮
裕
子

　吉
竹
佐
智

江

　市
来
郁
子

　久
野
マ
ス
子

　緒
方
勢
子

　ち
ゃ
り
亭

　村
上
彩

子

　藤
平
理
香

　白
石
京
子

　上
野
三
佳
子

　入
江
種
文

　西
尾
禮

子

　石
井
綾

　下
田
豊
文

　池
田
阿
里

　山
浦
真
弓

　馬
場
登
喜
子

　深
田
俊
江

　江
口
都
世
子

　神
田
郁
子

　い
の
う
え
し
ん
ぢ

　淀

川
良
子

　里
見
照
子

　チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
友
の
会

　筑
豊
互
助
会

　

亀
井
廣
子

　山
本
和
弘

　地
球
市
民
ど
ん
た
く
・
ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ェ

ス
タ
ご
来
場
の
皆
さ
ん

　【佐
賀
県
】
庄
籠
道
子

　岸
川
美
好

　山

本
利
香

　吉
森
康
隆

　古
川
恵
子

　【長
崎
県
】
太
田
千
賀
子

　塩

塚
秀
代

　井
上
喜
久
子

　野
中
緑

　高
藤
富
美
子

　松
井
晴
美

　宮

本
美
智
子

　【熊
本
県
】
オ
ビ
ロ
山
本
枝
美
子

　峯
和
代

　坂
本
寿

美
代

　後
藤
優
子

　原
岡
ひ
と
み

　織
田
洋
子

　大
辻
恵
美
子

　祝

喜
代
子

　緒
方
君
江

　山
田
美
佐
子

　橋
口
日
出
夫

　小
出
明
美

　

添
田
恵

　加
藤
敬
子

　加
藤
タ
ケ
子

　【大
分
県
】
西
胤
和
奏

　内

田
明
子

　谷
口
照
代

　河
上
し
げ
み

　小
野
直
子

　小
野
す
み
江

　

桜
井
美
喜
子

　内
幸
美

　関
と
み
子

　大
園
広
子

　グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
生
活
協
同
組
合
お
お
い
た

　ぽ
こ
あ
ぽ
こ

　澤
田
和
子
【
宮
崎

県
】
長
岡
博
子

　細
山
田
チ
カ

　兼
行
恵
子

　【鹿
児
島
県
】
松
永

る
り
子

　大
倉
加
奈
恵

　森
た
よ
子

　馬
場
美
保
子

　工
房
フ
ラ
ワ

ー
ズ
・
戸
川
み
ど
り

　安
藤
多
鶴
子

　樋
園
光
子

　福
本
智
子

　江

本
リ
エ

　山
田
愛

　福
壽
淑
子

　日
高
太

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
じ
ゃ
が
い

も
の
お
う
ち

　【沖
縄
県
】
浅
井
由
美
子

●
マ
ン
ス
リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
の
み
な
さ
ん
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

LIFE
&
A
R
T

青
空
・
東
海
林
由
紀

　上
村
匠
子

　富
永
隆
史

　大
場

満

　中
川
暁
夫

　

A
leksandroveP

olina

　長
岡
幸
子

　丹
羽
道
代

　丸
山
小
よ
り

　永
尾
ゆ
か
り

　大
麻
卓
子

　高
山
知
佐
子

　山
本
亮

輔

　有
末
あ
け
み

　川
尻
愛
子

　佐
竹
早
苗

　藤
本
孝
子

　片
岡
八
重

子

　友
景
忍

　村
田
聡
子

　斉
藤
美
代
子

　三
野
桂
子

　神
田
有
希

子

　大
中
百
合

　松
尾
智
恵
子

　清
水
悦
子

　坂
本
ヒ
ロ
子

　坂
口
馨

子

　森
川
キ
ミ
エ

　古
賀
輝
洋

　金
山
涼
子

　楢
崎
悦
子

　大
崎
知
恵

　大
久
保
仲
子

　村
西
美
由
紀

　室
屋
芳
乃

　納
富
育
代

　福
井
初

子

　佐
藤
照
子

　中
村
洋
子

　平
笙
子

　財
津
悠
子

　佐
藤
進
一

　佐

藤
一
江

　永
野
沙
智
子

　水
本
敬
子

　山
中
陽
子

　前
田
靖
子

　田
中

京
子

　廣
松
初
美

　武
田
孝
子

　河
上
雅
夫

　白
浜
千
恵
子

　延
壽

富
美

　山
本
敬
子

　内
野
希
和
美

　岩
口
香
織

　永
江
之
子

　石
本

祥
二
郎

　竹
田
恵
子

　相
川
靖

　土
持
秀
男
・
由
利
子
・
朱
加

　菊

池
香
寿
美

　礒
道
綾
子

　後
藤
宇
企
子

　珍
部
千
鳥

　坪
川
裕
子

　

稲
田
照
子

　計
74
名
（
匿
名
含
む
）
　

（
２
０
０
８
年
８
月
１
日
〜
10
月
31
日
ま
で
に
募
金
を
し
て
下
さ
っ
た

方
、な
ら
び
に
「
の
ぞ
み
21
」
雑
貨
、チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
支
援
コ
ー
ヒ
ー
・

紅
茶
の
購
入
を
通
じ
て
活
動
を
支
援
し
て
下
さ
っ
た
方
で
す
。
通
信
に

お
名
前
を
紹
介
す
る
こ
と
を
ご
許
可
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
い

ま
す
）

「
株
式
会
社
カ
タ
ロ
グ
ハ
ウ
ス
」
様
よ
り
、
３
５
０
万
円
の
運
営
支
援

カ
ン
パ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
被
災
地

を
支
え
る
事
務
運
営
費
と
し
て
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
会
員
さ
ん
か
ら
の
ご
希
望
に
お
答
え
し
、
今
号
よ
り
お
名
前
を
都
道

府
県
ご
と
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

●「
マ
ン
ス
リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
は
、
毎
月
ご
希
望
の
額
を
口
座
か

ら
自
動
引
き
落
と
し
す
る
形
の
支
援
で
す
。
継
続
的
な
ご
寄
付
に
よ

り
、
よ
り
安
定
し
た
支
援
を
被
災
者
へ
と
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
、

引
き
落
と
し
金
額
は
３
０
０
円
か
ら
、
好
き
な
時
に
開
始
・
停
止
で
き

ま
す
。
簡
単
な
手
続
き
を
説
明
し
た
資
料
を
お
送
り
致
し
ま
す
の
で
、

事
務
局
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

た
く
さ
ん
の
募
金
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
８
月
～
10
月
に
募
金
下
さ
っ
た
方
々
で
す
。
敬
称
略
）

皆
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
一
部
抜
粋
）

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
発
行
が
遅
れ
に

遅
れ
、
や
っ
と
の
お
届
け
で
す
。
２
月
は
総
会
、
３
月
末

は
ア
ル
ツ
ー
ル
医
師
来
福
予
定
と
行
事
が
続
き
ま
す
。
編

集
・
企
画
・
イ
ベ
ン
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
常
時
募
集
中
。

本
年
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
（
寺
）

■「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
通
信
」
が
置
い
て
あ
る
と
こ
ろ
（
順
不
同
）。

▽（
財
）
福
岡
国
際
交
流
協
会
・
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ザ
▽（
財
）
福
岡
県
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
▽
福
岡
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
セ
ン
タ
ー
あ
す
み
ん

▽（
特
活
）Ｎ
Ｇ
Ｏ
福
岡
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
▽
福
岡
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
▽（
財
）
北
九
州
国

際
交
流
協
会
▽
北
九
州
市
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
▽
Ｋ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｈ

（
中
間
店
・
小
倉
店
）▽
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｉ（
直
方
市
）▽
久
留
米
市
市
民
活
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
以
上
福
岡
県
）▽
ほ
っ
と
は
う
す
（
熊
本
県
水
俣
市
）▽

企
業
組
合
エ
コ
ネ
ッ
ト
み
な
ま
た
（
同
上
）▽
あ
る
が
ま
ま
舎
（
大
分
県
九
重

町
）▽
国
立
長
崎
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館
▽
日
田
市
人
権
情
報
セ
ン
タ

ー
▽（
特
活
）
関
西
国
際
交
流
団
体
協
議
会
▽
キ
ー
プ
自
然
学
校
（
山
梨
県
北

杜
市
）▽（
特
活
）
名
古
屋
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
▽
国
際
協
力
プ
ラ
ザ
（
東
京
都

文
京
区
）▽
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
台
所
（
東
京
都
港
区
）▽
順
（
東
京
都
中
央
区
）

■
Ｎ
Ｅ
Ｗ
！
新
規
通
信
設
置
場
所

▽
マ
イ
テ
ィ
ガ
ル
（
福
岡
県
福
岡
市
）▽
企
業
組
合
ワ
ー
カ
ー
ズ
み
ん
と
（
福

岡
県
古
賀
市
）▽
気
ま
ぐ
れ
や
（
福
岡
県
嘉
麻
市
）

後編
記集

地球にやさしい再生紙と大豆インクを使用しています。

通
信
前
号
で
検
診
団
派
遣
カ
ン
パ
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、

多
く
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
検
診
団
派
遣
ま
で

に
約
80
万
円
の
ご
寄
付
が
集
ま
り
、
今
年
も
無
事
に
検
診
団

を
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

合

　計

　
　５
，０
２
９
，０
9
６
円

　
　活
動
支
援
金

　２
６
８
件

　４
，８
３
７
，７
９
６
円

　
　の
ぞ
み
21
カ
ン
パ

　
　
　３９
件

　
　　１
４
３
，８
０
０
円

　
　雪
だ
る
ま
３
号
カ
ン
パ

　１９
件

　
　
　　４
７
，５
０
０
円
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■ビテフスク州立内分泌診療所　
　支援物資（カプラー＆ニードルガイド）
■ベラルーシ赤十字
　雪だるま2号維持費　＄1,500
■ミンスク10番病院
　医療物資購入費　＄1,000
■ブレスト州立内分泌診療所、州立病院　
　医療支援物資購入費　＄2,000
　医療支援物資（医療器具（消耗品）・検査用試薬など）
　ニコン顕微鏡デジタルカメラ
　（現地修理が不可能だったため昨年持ち帰り、日本で修理した）

■のぞみ21
　運営支援カンパ　＄2,220
　雑貨運送費　＄408
■コンフィデンス
　運営支援カンパ　＄900

①

②

③

⑤④

②検診風景。現地医師が育成さ
れつつある。③取り出した甲状
腺細胞を試薬で染色する。④昨
年届けた日本からの募金によっ
て購入された遠心分離機。ブレ
スト内分泌診療所での検診に非
常に役立っている。⑤病院内の
様子。州立病院だが、医療機材
や試薬などは日本に比べると不
足している。

①
第
8
回
ブ
レ
ス
ト
検
診
団
メ
ン
バ
ー
と
現
地
関
係
者
。後
列
左
か
ら
清
水
医
師
、ア
リ
ョ
ー
シ
ャ
、野

宗
医
師
、武
市
医
師
、ア
ル
ツ
ー
ル
医
師（
ブ
レ
ス
ト
州
立
内
分
泌
診
療
所
長
）、山
口
、ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル

医
師（
ブ
レ
ス
ト
州
立
内
分
泌
診
療
所
）、前
列
左
か
ら
大
内
さ
ん
、篠
塚
医
師

特　集
第
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回
ブ
レ
ス
ト
検
診
団
帰
国
報
告

検
診
団
派
遣
を
終
え
て

―
第
三
世
代
の
医
師
育
成
と
新
た
な
展
開
―

※支援物資購入費を届ける場合は、事前に現地から購入希望物資とその使用
目的、見積りを受け取り、購入費受け渡し後には、購入と使用状況の確認を行
っている。なお運搬コスト等の面から、現在医療支援ネットワークでは、現地で
購入できるものについては、できるだけ現地調達を進めている。

　
２
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間
、
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遣
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、
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日
程
の
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で
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家
の
方
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に

先
に
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国
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て
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、
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で
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２

日
間
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の
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や
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28
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目
の
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と
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。

　
今
回
の
検
診
団
派
遣
で
の
成
果
や

今
後
の
課
題
に
つ
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、
そ
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ぞ
れ
の

テ
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と
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援
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皆
さ
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へ
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ー
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≪今回届けた主な支援物資・カンパと支援先≫

乳ガンの講義実施と情報交換

10年分の検診患者の症例を確認

　1997年ブレスト州
ストーリン地区中央病
院の一室から始まっ
た、日本、ベラルーシ
の合同検診。11年目
を迎えた今回は、過去
10年間の検診結果の
とりまとめという大仕事に着手している。
　武市医師（広島甲状腺クリニック）をリーダー
に、チェルノブイリの放射能が甲状腺にどのような
影響を与えているのかを、数百枚の甲状腺細胞の
プレパラートの結果を元にとりまとめるものであ
る。ストーリン、ブレスト、ビテフスクの3地区で吸
引穿刺を行った患者のプレパラートは、検診結果
を患者に伝えた後、ブレスト州立内分泌診療所に
保管されている。総合的な診断を行うためだ。今回
の検診では、病院の一室を借り、武市医師、野宗医
師のお二人が、4日間をかけてすべてのプレパラー
トを確認された。
　単発の検診実施だけではなく、数年間のプロジ
ェクトとして位置づけ、データを蓄積することで、将
来の患者の治療に役立つ総合的な診断結果を出
すことができる。これまでの取り組みを早くにまと
め、世界へ向けての共通財産としたい。

　当初の予定では、
甲状腺ガン検診を
受けに来た患者さ
んの中から、希望者
を募り、乳ガン検診
を行う予定だった。
しかし、過去の全患
者のプレパラート
を確認する作業に
人手が足りず、また今回を逃すと全プレパラートの
確認は難しいという事情から、今回は一般患者へ
の乳ガン検診をやむなく見送った。代わりに、現地
専門医への乳ガンレクチャーの実施、検診設備の
確認、関係者ヒアリングを行った。
　レクチャーは、検診終了後の夕方を利用して2日
間、ブレスト州立病院にて行った。野宗医師（済生
会広島病院）より、乳ガン検診を取り巻く現状や詳
細な症例について、スライドを多く交えて説明いた
だいた。
　また今回は、乳ガン検診を行うための機材や設
備の確認を再度綿密に行った。詳細は野宗医師の
報告をご覧いただきたいが、いくつかの追加機材
をそろえれば、問題なく乳ガン検診も実施できるこ
とを確認した。今回の派遣を通して、今後の実施へ

向けての、設備確認や現地医師との意識の共有な
ど、具体的な基礎を築くことができた。
　今、乳ガンは世界的に増加傾向にあると言われ
ている。甲状腺ガン、乳ガン発症には女性ホルモン
が深く関係し、子どもの頃に被曝した女性が妊娠、
出産を迎えている現在、甲状腺の検診とともに乳
ガン検診が将来的に重要になってくる。
　乳ガンは、自分で発見することのできる数少ない
ガンである。今回、日本では一般に周知されつつあ
る自己触診診断法をイラスト付きで説明したチェ
ックシートも、野宗医師に持参していただいた。ブ
レスト州立病院やベラルーシ赤十字などでも紹介
したところ、大変興
味深いと歓迎され
た。現地では、乳ガ
ン検診に対する期
待が高まっている。
今後も継続して取
り組みたい。

甲状腺ガン検診を53人に実施

　10月8日～10日、
ブレスト州立内分泌
診療所において、現
地医療機関との合同
甲状腺ガン検診を行
った。
　検診を受けた患者
は53名。赤十字の移動検診チームが職場や地域で
実施している集団検診で、甲状腺に異常が見つか
った方たちだ。
　今年の検診では、アルツール医師らから検診技
術を教わった現地の若い医師らも参加し、また滞
在中に全患者の診断結果を出すことができた。現
地医師のエコーや吸引穿刺についての技術は、か
なり向上している。一方、穿刺吸引した甲状腺の細
胞を染色、検鏡して診断する臨床検査技師が不足
している。次のステップとして、細胞を見ることがで
きる人材を育てていくことが必要となる。
　広島や長崎と同じように、チェルノブイリ原発事
故から長く時間がたってから、ガンや病気になる
人々も出てくると予想される。一人でも多くの命を
救うため、試行錯誤しつつ、最大限の成果を挙げて
いきたい。ブレストでの検診体制確立まであと少
し。今回の結果を今後に活かしたい。

レクチャーを真剣に聞く現地医師
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し。今回の結果を今後に活かしたい。

レクチャーを真剣に聞く現地医師
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　今
回
私
は
、
10
月
５
日
か
ら
13
日
の
計
９
日
間
、
ベ
ラ
ル
ー
シ

共
和
国
ブ
レ
ス
ト
市
で
の
甲
状
腺
癌
検
診
に
参
加
し
ま
し
た
。

私
自
身
、
３
年
ぶ
り
の
参
加
で
し
た
。

　10
月
の
ベ
ラ
ル
ー
シ
は
、
日
本
よ
り
気
温
は
低
か
っ
た
の
で
す

が
、
天
気
も
良
く
暑
が
り
の
私
に
と
っ
て
は
ち
ょ
う
ど
良
い
気
候

で
、
街
も
紅
葉
を
む
か
え
大
変
き
れ
い
で
し
た
。
前
回
は
街
並

み
を
ゆ
っ
く
り
観
察
す
る
余
裕
も
な
く
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
２
回
目
の
た
め
か
い
ろ
い
ろ
と
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。　物

価
も
マ
ト
リ
ョ
ー
シ
カ
人
形
な
ど
３
年
前
に
比
べ
る
と
２
倍

に
な
り
、
ま
た
高
層
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョン
な
ど
も
建
設
さ
れ
成
長
し

て
い
る
国
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
前
回
は
入
国
の
際
税
関
で一
時
間

以
上
待
た
さ
れ
、
正
直
ベ
ラ
ル
ー
シ
と
い
う
国
に
不
安
感
が
あ
り

ま
し
た
が
、
今
回
は
待
た
さ
れ
る
こ
と
な
く
入
国
で
き
、
こ
の
綺

麗
な
街
並
み
を
見
る
と
何
故
だ
か
ベ
ラ
ル
ー
シ
に
対
す
る
不
安
感

が
な
く
な
り
ま
し
た
。

　今
回
の
検
診
は
、
診
療
所
よ
り
病
院
へ
と
場
所
を
変
え
行

わ
れ
ま
し
た
。
最
初
は
戸
惑
い
ま
し
た
が
ど
う
に

か
全
て
の
標
本
を
仮
診
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
検
診
結
果
は
以
下
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　受
診
者
53
名
の
う
ち
穿
刺
吸
引
細
胞
診
は
52
名

行
わ
れ
、
内
訳
は
検
体
不
適
正
は
な
く
、class 

I,II

（
良
性
変
化
）
33
名
、class III

（
良
性
・

悪
性
鑑
別
困
難
）
12
名
、classIV

（
悪
性
の
疑

い
）
３
名
、classV

（
悪
性
）
４
名
で
あ
り
ま
し

た
。classV

（
悪
性
）
の
中
に
は
、
甲
状
腺
癌
の

み
な
ら
ず
他
臓
器
か
ら
の
リ
ン
パ
節
転
移
な
ど
も
あ

り
、
ま
た
至
急
の
検
体
も
２
件
あ
り
ま
し
た
。
現

地
の
要
望
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
私
自
身
た
い
へ
ん

満
足
を
し
て
い
ま
す
。

　今
回
の
穿
刺
吸
引
細
胞
診
は
、
ア
ル
ツ
ー
ル
医
師

で
は
な
く
、
マ
リ
ー
ナ
医
師
が
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
検
体
不

適
正
は一
件
も
な
く
穿
刺
技
術
が
一
流
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
一流
の
穿
刺
技
術
が
次
の
世
代
に
伝
わ
る
こ
と
は
大
変
良

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　我
々
は
細
胞
が
採
取
さ
れ
初
め
て
診
断
出
来
ま
す
。
細
胞
が

少
な
か
っ
た
り
、
採
取
さ
れ
な
い
場
合
は
鏡
検
時
に
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
良
い
診
断
は
出
来
ま
せ
ん
。
無
事
終
了
出
来
た
の
も
良
い

標
本
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
病
院
の
病
理
検
査
室
、
手
術
室
な
ど
普
段
で
は
な
か

な
か
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
場
所
を
見
学
で
き
た
の
は
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。

　07
年
、
日
本
医
科
大
学
で
手
術
を
受
け
た
ア
リ
ョ
ー
シ
ャ
さ
ん

も
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
術
後
の
経
過
も
良
好
で
あ
り
、
こ
の
検

診
が
有
意
義
で
あ
っ
た
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
帰
り
に
は
ピ

ン
ス
ク
の
自
宅
ま
で
招
待
さ
れ
、
ご
家
族
の
皆
様
に
会
え
、
た
く

さ
ん
の
料
理
で
の
お
も
て
な
し
を
う
け
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
に
、
ブ
レ
ス
ト
で
の
検
診
は
大
変
有
意
義
で
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
私
も
微
力
な
が
ら
今
後
も
協
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　検
診
に
先
立
ち
い
ろ
い
ろ
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
た
だ
い
た
、

ブ
レ
ス
ト
検
診
の
ベ
テ
ラ
ン
で
、
職
場
の
上
司
で
も
あ
る
渡
會
泰

彦
さ
ん
に
は
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
検
診
団
の
メ

ン
バ
ー
で
あ
る
日
本
医
科
大
学
の
清
水
一雄
先
生
、
篠
塚
恵
理
子

先
生
、
医
学
生
の
大
内
崇
弘
さ
ん
、
広
島
の
武
市
宣
雄
先
生
、

野
宗
義
博
先
生
と
同
行
で
き
た
こ
と
は
細
胞
検
査
士
の
私
に
と
っ

て
も
大
変
良
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　最
後
に
、
山
田
英
雄
さ
ん
（
医
療
通
訳
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
）、
山
口
英
文
さ
ん
（
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
理
事
）
は
、
検
診
業
務
を
円
滑
に
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
現

地
で
の
生
活
に
関
す
る
細
か
い
心
遣
い
を
頂
き
大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（上）今回検診に参加した日本医科大の
メンバー。右から３番目が村瀬検査技師。
（左）細胞診のために染色をする村瀬検
査技師。試薬やプレパラートなど消耗品
や機材などが日本から安定的に届けら
れるようになり、病院の医療環境は、飛
躍的に改善された。

無
事
に
全
患
者
の
細
胞
診
が
終
了

ブ
レ
ス
ト
で
の
甲
状
腺

ガ
ン
検
診
に
参
加
し
て

日
本
医
科
大
学
付
属
病
院
病
理
部

　
村
瀬

　
幸
宏

アリョーシャの予後を確認

　今回のブレストでの検
診では、07年2月に日本
で甲状腺手術を受けたア
リョーシャ・スベヤトーシ
クに再会した。
　アリョーシャは、06年
の私たちの検診で甲状腺
に9mmの腫瘍が見つか
り、翌年春に日本医科大

学の招待で来日。清水医師による内視鏡手術を受
けた。22歳の彼女は、母親が妊娠３ヶ月の時に原
発事故が起こり、チェルノブイリから約240キロ離
れたピンスクで、胎内被曝した一人だ。
　再会したアリョーシャは、清水医師と私たちをと
びきりの笑顔で迎えてくれた。経過は順調と話し元
気な様子で、診察した清水医師もほっと安心され
ていた。手術跡もほとんど目立たなかった。　ブレ
ストからの帰りには、農村地帯にある自宅に私た
ちを招待してくれ、両親や家族から手作りのもてな
しを受けた。被災者の多くは彼女のように農村地
帯に住み、「いつか自分も病気になるのではない
か」という不安の中、暮らしている。アリョーシャの
健康と、回復が早く傷跡もほとんど残らない内視
鏡手術が現地で広がることを願う。

工房「のぞみ21」訪問

　10月12日～13日、
ベラルーシ南東部ゴメ
リ市にある福祉工房「の
ぞみ21」を訪ねた。
　08年8月、熊蜂に刺
されたことによるショッ
ク死で、夫のステパンさ
んを亡くして以来の再
会。ナターシャさんは「3ヶ月経った今でも、ステパ
ンのことを思い出して悲しいの」と涙を拭いてい
た。
　07年に訪問した際には、家賃が支払えなくなっ
たため工房は事務室を残して規模縮小、制作は各
自が自宅で分担していた。今回訪れると、新たに小
さな作業スペースが確保されていた。
　現在ナターシャさんは、ミンスクで警備員の仕事
をして暮らしている。月給は200ドルで生活は楽で
はない。ゴメリへは2週間に1度帰る程度。スタッフ
には難しいニス塗り作業などは、ナターシャさんが
時間を見つけて手伝っているとのこと。
　08年7月までのぞみ21で働いていたオレイシ
ャ・アレイチクさんとイーゴリさん夫婦（今号表紙）
を訪問し、生活の様子などをインタビューした。
　事前に注文した雑貨の商品確認と支払い、運営
支援カンパを届けることができた。

NGO「コンフィデンス」訪問

　2001年から支援を
続けている現地NGO
「コンフィデンス」（=信
頼）を訪問し、支援カン
パを届け、活動について
の報告を受けた。
　コンフィデンスは、活
動の一つとしてヨーロッ

パへの子ども達の海外保養を行っている。夏の休
みを利用して2ヶ月くらい、主としてゴメリ・モギリ
ョフ等から海外保養に行くケースが多い。今後も
続けていくが、物価高騰が悩みの種とのこと。
　ミンスク・ライオンズクラブに加盟し、こちらも
利用して子どもの支援をしているが、日本のライオ
ンズクラブとの交流が出来ないだろうかと相談を
受けた。ライオンズクラブには大きなスポンサー
がいて、スイスのデザイン会社社長が一度にグル
ープの子どもの滞在費を出してくれた事があるそ
うだ。どなたか情報があればぜひご提供願います。
　チェルノブイリ医療支援ネットワークでは、コン
フィデンスの子ども向け健康啓発プロジェクトを
支援している。活動の様子などをホームページに
掲載できるよう現在準備中なのでお楽しみに。

リューダ、大使館など

　ベラルーシ側で活動の事
務サポートをしてくれている
リュドミラ・ウクラインカ（愛
称リューダ）と打合せと取材
をした。娘のアンナちゃんも
随分大きくなっていた。
　15歳の時に甲状腺摘出
手術を受けたリューダだが、
しばらく前の検診でリンパ節が腫れているので定
期的な検診を医師から勧められたそうだ。良い医
師を紹介してほしいとのことで、ミンスクの信頼で

きる医療機関を紹介した。
　また今回、日本大使館へ松野
大使に表敬訪問と活動報告を
した。活動の資金面での厳しさ
と共に、これまでの取り組みの
成果と今後の展望について説

明。大使館には、現地NGOや現地機関が申請する
ODA（政府開発援助）があるが、ブレストの医療機
関が、「甲状腺ホルモン自動分析器」等、現地にお
ける一貫した検診システムを充実させるプログラ
ムを申請しようとしている。支援後のフォローアッ
プを担当する形で、連携を模索中である。

ナターシャさん（中央）
アリョーシャと清水医師
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っ

て
も
大
変
良
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　最
後
に
、
山
田
英
雄
さ
ん
（
医
療
通
訳
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
）、
山
口
英
文
さ
ん
（
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
理
事
）
は
、
検
診
業
務
を
円
滑
に
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
現

地
で
の
生
活
に
関
す
る
細
か
い
心
遣
い
を
頂
き
大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（上）今回検診に参加した日本医科大の
メンバー。右から３番目が村瀬検査技師。
（左）細胞診のために染色をする村瀬検
査技師。試薬やプレパラートなど消耗品
や機材などが日本から安定的に届けら
れるようになり、病院の医療環境は、飛
躍的に改善された。

無
事
に
全
患
者
の
細
胞
診
が
終
了

ブ
レ
ス
ト
で
の
甲
状
腺

ガ
ン
検
診
に
参
加
し
て

日
本
医
科
大
学
付
属
病
院
病
理
部

　
村
瀬

　
幸
宏

アリョーシャの予後を確認

　今回のブレストでの検
診では、07年2月に日本
で甲状腺手術を受けたア
リョーシャ・スベヤトーシ
クに再会した。
　アリョーシャは、06年
の私たちの検診で甲状腺
に9mmの腫瘍が見つか
り、翌年春に日本医科大

学の招待で来日。清水医師による内視鏡手術を受
けた。22歳の彼女は、母親が妊娠３ヶ月の時に原
発事故が起こり、チェルノブイリから約240キロ離
れたピンスクで、胎内被曝した一人だ。
　再会したアリョーシャは、清水医師と私たちをと
びきりの笑顔で迎えてくれた。経過は順調と話し元
気な様子で、診察した清水医師もほっと安心され
ていた。手術跡もほとんど目立たなかった。　ブレ
ストからの帰りには、農村地帯にある自宅に私た
ちを招待してくれ、両親や家族から手作りのもてな
しを受けた。被災者の多くは彼女のように農村地
帯に住み、「いつか自分も病気になるのではない
か」という不安の中、暮らしている。アリョーシャの
健康と、回復が早く傷跡もほとんど残らない内視
鏡手術が現地で広がることを願う。

工房「のぞみ21」訪問

　10月12日～13日、
ベラルーシ南東部ゴメ
リ市にある福祉工房「の
ぞみ21」を訪ねた。
　08年8月、熊蜂に刺
されたことによるショッ
ク死で、夫のステパンさ
んを亡くして以来の再
会。ナターシャさんは「3ヶ月経った今でも、ステパ
ンのことを思い出して悲しいの」と涙を拭いてい
た。
　07年に訪問した際には、家賃が支払えなくなっ
たため工房は事務室を残して規模縮小、制作は各
自が自宅で分担していた。今回訪れると、新たに小
さな作業スペースが確保されていた。
　現在ナターシャさんは、ミンスクで警備員の仕事
をして暮らしている。月給は200ドルで生活は楽で
はない。ゴメリへは2週間に1度帰る程度。スタッフ
には難しいニス塗り作業などは、ナターシャさんが
時間を見つけて手伝っているとのこと。
　08年7月までのぞみ21で働いていたオレイシ
ャ・アレイチクさんとイーゴリさん夫婦（今号表紙）
を訪問し、生活の様子などをインタビューした。
　事前に注文した雑貨の商品確認と支払い、運営
支援カンパを届けることができた。

NGO「コンフィデンス」訪問

　2001年から支援を
続けている現地NGO
「コンフィデンス」（=信
頼）を訪問し、支援カン
パを届け、活動について
の報告を受けた。
　コンフィデンスは、活
動の一つとしてヨーロッ

パへの子ども達の海外保養を行っている。夏の休
みを利用して2ヶ月くらい、主としてゴメリ・モギリ
ョフ等から海外保養に行くケースが多い。今後も
続けていくが、物価高騰が悩みの種とのこと。
　ミンスク・ライオンズクラブに加盟し、こちらも
利用して子どもの支援をしているが、日本のライオ
ンズクラブとの交流が出来ないだろうかと相談を
受けた。ライオンズクラブには大きなスポンサー
がいて、スイスのデザイン会社社長が一度にグル
ープの子どもの滞在費を出してくれた事があるそ
うだ。どなたか情報があればぜひご提供願います。
　チェルノブイリ医療支援ネットワークでは、コン
フィデンスの子ども向け健康啓発プロジェクトを
支援している。活動の様子などをホームページに
掲載できるよう現在準備中なのでお楽しみに。

リューダ、大使館など

　ベラルーシ側で活動の事
務サポートをしてくれている
リュドミラ・ウクラインカ（愛
称リューダ）と打合せと取材
をした。娘のアンナちゃんも
随分大きくなっていた。
　15歳の時に甲状腺摘出
手術を受けたリューダだが、
しばらく前の検診でリンパ節が腫れているので定
期的な検診を医師から勧められたそうだ。良い医
師を紹介してほしいとのことで、ミンスクの信頼で

きる医療機関を紹介した。
　また今回、日本大使館へ松野
大使に表敬訪問と活動報告を
した。活動の資金面での厳しさ
と共に、これまでの取り組みの
成果と今後の展望について説

明。大使館には、現地NGOや現地機関が申請する
ODA（政府開発援助）があるが、ブレストの医療機
関が、「甲状腺ホルモン自動分析器」等、現地にお
ける一貫した検診システムを充実させるプログラ
ムを申請しようとしている。支援後のフォローアッ
プを担当する形で、連携を模索中である。

ナターシャさん（中央）
アリョーシャと清水医師
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チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
が
起
き
た
の
は
今
か
ら
22
年
も
前

の
１
９
８
６
年
の
こ
と
で
す
。
そ
の
当
時
私
は
４
歳
で
し
た
。
当

時
の
こ
と
で
私
が
現
在
も
覚
え
て
い
る
こ
と
は
父
に
言
わ
れ
た

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
食
べ
物
は
（
放
射
能
汚
染
さ
れ
て
い
る
か
ら
）

食
べ
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
言
葉
で
す
。
い
つ
言
わ
れ
た
の
か

は
定
か
で
は
な
い
し
、
父
の
そ
の
言
葉
に
科
学
的
な
根
拠
が
あ
っ

た
の
か
も
正
直
な
と
こ
ろ
わ
か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
食
べ
て
は
い

け
な
い
も
の
が
あ
る
と
い
う
事
実
か
ら
、
幼
い
私
に
も
チ
ェル
ノ
ブ

イ
リ
原
発
事
故
の
大
き
さ
だ
け
は
理
解
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
以

来
、
ふ
と
し
た
と
き
に
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
と
い
う
も
の
を
思

い
出
し
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
本
な
ど
で
当
時
の
こ
と
を
見

て
、
知
識
が
自
然
と
増
え
て
いっ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
日
本
医
科
大
学
に
入
学
し
て
し
ば
ら
く
た
っ
た
頃
、
清
水
先

生
が
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
行
って
い
る
ベ
ラ

ル
ー
シ
で
の
検
診
に
毎
年
参
加
し
て
、
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事

故
の
せ
い
で
甲
状
腺
疾
患
に
苦
し
む
人
々
を
救
う
活
動
を
行
って

お
り
、
ま
た
清
水
先
生
が
希
望
す
る
学
生
を
連
れ
て
行
っ
て
く

れ
て
い
る
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。

　
大
学
に
入
学
し
た
頃
か
ら
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
に
ず
っ
と
興

味
を
も
って
い
た
私
の
中
で
、
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
影
響
の
現

状
を
知
り
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
な
っ
て
い
き
、
ま
た
こ
の
機

会
を
逃
し
た
ら
見
に
行
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
、
清
水
先

生
に
お
願
い
し
て
、
今
回
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
私
自
身
と
し
て
は
念
願
が
叶
う
と
い
う
喜
び
と
共

に
、
今
回
の
検
診
団
参
加
を
通
じ
て
、
海
外
の
医
療
の
実
態
を

自
分
の
眼
で
見
る
こ
と
、
ま
た
将
来
医
師
に
な
っ
た
と
き
に
自

分
の
興
味
を
仕
事
に
つ
な
げ
る
方
法
を
模
索
し
た
い
と
考
え
て

出
発
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
毎
年
の
検
診
よ
り
時
期
が
早
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

ミ
ン
ス
ク
に
早
朝
着
い
て
み
る
と
話
に
聞
い
て
い
た
よ
り
は
寒
く

な
く
、
ち
ょ
う
ど
紅
葉
が
き
れ
い
な
時
期
で
し
た
。
放
射
能
が

見
え
な
い
も
の
で
あ
り
、
既
に
事
故
か
ら
22
年
経
って
い
て
チ
ェル

ノ
ブ
イ
リ
か
ら
５
０
０
キ
ロ
以
上
離
れ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、

冷
静
に
考
え
て
み
れ
ば
そ
こ
が
辺
り
一面
き
れ
い
な
紅
葉
で
当
た

り
前
の
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
あ
ま
り
に
も
き
れ
い
な
風

景
を
見
て
、
いっ
た
い
ど
こ
に
放
射
能
汚
染
さ
れ
た
過
去
が
あ
る

の
か
と
眼
を
疑
い
、
そ
の
実
情
を
検
診
で
確
か
め
て
み
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
ブ
レ
ス
ト
州
立
内
分
泌
診
療
所
で
は
３
日
間
で
53

人
の
患
者
さ
ん
を
診
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
４

人
の
悪
性
腫
瘍
の
患
者
さ
ん
が
お
り
、
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な

い
く
ら
い
の
高
確
率
で
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
、
き
れ
い
な
風
景
の

中
に
潜
む
見
え
な
い
放
射
能
の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
ブ
レ
ス
ト
州
立
内
分
泌
診
療
所
で
の
現
地
の
医
師
と
の
や
り

と
り
は
通
訳
の
山
田
さ
ん
や
山
口
さ
ん
が
近
く
に
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
き
は
ロ
シ
ア
語
の
通
訳
を
頼
む
の
で
す
が
、
席
を
外
さ
れ
て

い
る
と
き
は
英
語
で
直
接
話
し
ま
し
た
。
彼
ら
の
中
に
は
英
語

が
堪
能
な
医
師
も
い
れ
ば
そ
う
で
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
英
語
の
苦
手
な
方
と
は
な
ん
と
か
話
そ
う
と
試
み
て
も
な

か
な
か
意
思
疎
通
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
き
我
々
の
間
を

繋
い
で
く
れ
た
の
は
医
学
の
専
門
用
語
で
し
た
。
私
が
知
っ
て
い

る
英
語
の
専
門
用
語
と
、
彼
ら
が
知
っ
て
い
る
ロ
シ
ア
語
の
専
門

用
語
の
語
源
が一緒
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
あ
る
専
門
用
語
の
発

音
が
英
語
と
ロ
シ
ア
語
で
極
め
て
似
て
お
り
、
そ
の
用
語
が
き
っ

か
け
で
ど
ん
な
病
気
に
関
す
る
内
容
で
現
在
ど
ん
な
状
況
な
の

か
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　
そ
こ
で
私
が
感
じ
た
の
は
英
語
で
の
診
察
に
使
う
会
話
の
重

要
性
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
加
え
て
専
門
用
語
の
重
要
性
で
し

た
。
た
と
え
英
語
が
通
じ
な
い
環
境
に
行
っ
て
も
英
語
の
専
門

用
語
を
知
って
い
る
こ
と
が
現
地
の
医
療
ス
タ
ッフ
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
役
立
つ
。
そ
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
大

き
な
収
穫
で
し
た
。

　
今
回
、
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
行
って
い

る
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
の
検
診
に
参
加
し
て
強
く
感
じ
た
も
の
は
、
見

え
な
い
も
の
の
大
き
さ
で
す
。
こ
ん
な
に
き
れ
い
な
大
地
に
潜
ん

で
い
る
見
え
な
い
放
射
能
が
22
年
経
っ
た
今
も
人
々
の
身
体
を
蝕

ん
で
い
る
。
こ
の
恐
ろ
し
さ
は
行
っ
て
み
な
い
と
決
し
て
理
解
で

き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
英
語
の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
語
が

流
暢
に
話
せ
る
よ
う
に
な
る
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
で
す
が
、
ま

ず
は
英
語
を
も
っ
と
し
っ
か
り
し
た
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。
診

察
に
使
う
会
話
だ
け
で
な
く
、
医
学
の
専
門
家
に
な
る
者
と
し

て
専
門
用
語
も
含
め
て
。
そ
れ
が
英
語
が
通
じ
な
い
環
境
で
役

に
立
つ
と
、
今
回
ベ
ラ
ル
ー
シ
に
行
って
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
、
医
学
生
で
す
し
新
し
く
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
今
回
私
は
今
後
医
師
に
な
る
上

で
ま
た
医
師
に
な
っ
て
か
ら
も
大
切
な
語
学
の
重
要
性
や
、
人

間
の
犯
し
た
過
ち
の
大
き
さ
を
学
ん
だ
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま

た
い
つ
、
か
今
度
は
ロ
シ
ア
語
と
英
語
を
も
っ
と
話
せ
る
よ
う
に

な
って
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
を
訪
れ
た
い
で
す
。

　
今
年
の
10
月
５
日
か
ら
９
日
間
、
ブ
レ
ス
ト
で
の
検
診
団
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
学
で
、
清
水
先
生
か
ら
「
参

加
し
て
み
る
？
」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
是
非
！
と
お
願

い
し
ま
し
て
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
私
に
と
っ
て
は
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
と
い
う
国
名
自
体
が
普
段
耳
に

す
る
こ
と
の
な
い
も
の
で
、
ロ
シ
ア
よ
り
ヨ
ー
ロッ
パ
側
と
い
う
こ

と
は
わ
か
る
け
れ
ど
、
地
図
の
上
で
ど
こ
か
と
い
わ
れ
た
ら
正
確

に
は
示
せ
な
い
国
。
ど
ん
な
と
こ
ろ
か
イ
メ
ー
ジ
も
な
い
ま
ま
で

の
出
発
で
し
た
。

　
モ
ス
ク
ワ
経
由
で
ミ
ン
ス
ク
へ
、
そ
れ
か
ら
ブ
レ
ス
ト
へ
移
動
。

目
的
地
に
着
く
ま
で
３
日
か
か
っ
て
、
４
日
目
か
ら
や
っ
と
検
診

開
始
。
検
診
を
受
け
に
来
た
人
た
ち
が
次
々
と
部
屋
へ
入
っ
て

き
て
、
診
察
を
う
け
、
穿
刺
を
し
て
も
ら
って
帰
って
い
く
。
日

本
と
違
っ
て
、
診
察
室
の
中
は
堅
苦
し
く
な
い
雰
囲
気
で
い
い
な

と
思
う
も
の
の
、
ま
だ
前
の
人
が
い
る
う
ち
に
次
の
人
が
は
いっ

て
き
て
し
ま
っ
た
り
す
る
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
の
速
さ
に
は
ち
ょっ
と

驚
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
検
診
初
日
・
２
日
目
と
、
私
は
診
察
や
エ
コ
ー
の
結
果
、
穿

刺
部
位
な
ど
を
用
紙
に
記
録
す
る
こ
と
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
２
日
目
の
空
き
時
間
に
は
エ
コ
ー
の
練
習
。
マ
リ
ー

ナ
先
生
に
は
細
か
く
指
導
ま
で
し
て
い
た
だ
い
て
、
３
日
目
は
ほ

と
ん
ど
の
エ
コ
ー
を
担
当
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

日
本
で
働
い
て
い
て
も
、
一日
で
こ
ん
な
に
何
度
も
エ
コ
ー
を
や
る

こ
と
は
な
く
、
私
に
と
って
貴
重
な一日
と
な
り
ま
し
た
。

　
検
診
の
時
間
以
外
で
は
ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
先
生
に
ブ
レ
ス
ト
の
歴

史
の
話
を
聞
い
た
り
、
ア
ル
ツ
ー
ル
先
生
か
ら
普
段
の
検
診
の
話

を
き
い
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　
と
く
に
ア
ル
ツ
ー
ル
先
生
か
ら
聞
い
た
事
故
の
日
の
話
、
そ
の

後
の
話
は
初
め
て
聞
く
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
私
に
と
っ
て
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
の
事
故
は
遠
い
国
の
話
で
し
た
が
、
検
診
に
来
た
人

た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
国
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
遠
い
と
こ
ろ

で
は
な
く
暮
ら
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
話
。
そ
う
思
う
と
、
今
ま

で
事
故
の
話
や
被
害
の
話
を
聞
い
て
も
、
そ
こ
に
多
く
の
人
た

ち
の
生
活
が
あ
る
と
い
う
こ
と
ま
で
気
に
留
め
て
い
な
か
っ
た
と

気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
海
外
で
の
検
診
・
医
療
支
援
と
わ
ず
か
な
が
ら
に
関

わ
る
こ
と
が
で
き
、
普
段
と
は
違
っ
た
環
境
で
の
医
療
を
み
る
こ

と
も
で
き
て
、
参
加
さ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
大
変
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
９
日
間
一緒
だ
っ
た
先
生
方
、
山
田
さ
ん
、
山
口
さ

ん
と
も
様
々
な
分
野
の
お
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
面
白
く
過

ご
し
た
こ
と
も
良
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

被
災
地
で
の
検
診
に
参
加
し
て
感
じ
た
も
の

研
修
医
と
学
生
の
視
点
か
ら

研
修
医
と
学
生
の
視
点
か
ら

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
は
遠
い
話
で
は
な
く

今
を
生
き
る
人
た
ち
の
日
常

 

こ
こ
数
年
の
ベ
ラ
ル
ー
シ
訪
問
で
は
、
研
修
医
や
医
学
生
な
ど
、
若
い

人
た
ち
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
同
行
し
て
い
ま
す
。
日
本
と
は
異
な
る
医

療
の
現
場
を
目
の
当
た
り
に
し
、
大
き
な
驚
き
や
新
た
な
発
見
が
あ
っ

た
り
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
色
々
な
こ
と
を
吸
収
し
て
い
ま
す
。

 

今
回
の
ブ
レ
ス
ト
市
で
の
検
診
に
参
加
し
た
篠
塚
先
生
と
大
内
さ
ん

に
、
感
想
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

エ
コ
ー
検
診
を
手
伝
う
篠
塚
医
師（
中
央
）と
大
内
さ
ん（
右
）。

清
水
医
師（
左
）と
ア
ル
ツ
ー
ル
医
師（
奥
）が
様
子
を
見
守
る
。

日
本
医
科
大
学
付
属
病
院
研
修
医
　
　

篠
塚
　
恵
理
子

見
え
な
い
も
の
と
語
学

日
本
医
科
大
学
４
年
　
　

大
内
　
崇
弘

甲状腺細胞の染色を手伝う大内さん
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チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
が
起
き
た
の
は
今
か
ら
22
年
も
前

の
１
９
８
６
年
の
こ
と
で
す
。
そ
の
当
時
私
は
４
歳
で
し
た
。
当

時
の
こ
と
で
私
が
現
在
も
覚
え
て
い
る
こ
と
は
父
に
言
わ
れ
た

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
食
べ
物
は
（
放
射
能
汚
染
さ
れ
て
い
る
か
ら
）

食
べ
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
言
葉
で
す
。
い
つ
言
わ
れ
た
の
か

は
定
か
で
は
な
い
し
、
父
の
そ
の
言
葉
に
科
学
的
な
根
拠
が
あ
っ

た
の
か
も
正
直
な
と
こ
ろ
わ
か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
食
べ
て
は
い

け
な
い
も
の
が
あ
る
と
い
う
事
実
か
ら
、
幼
い
私
に
も
チ
ェル
ノ
ブ

イ
リ
原
発
事
故
の
大
き
さ
だ
け
は
理
解
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
以

来
、
ふ
と
し
た
と
き
に
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
と
い
う
も
の
を
思

い
出
し
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
本
な
ど
で
当
時
の
こ
と
を
見

て
、
知
識
が
自
然
と
増
え
て
いっ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
日
本
医
科
大
学
に
入
学
し
て
し
ば
ら
く
た
っ
た
頃
、
清
水
先

生
が
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
行
って
い
る
ベ
ラ

ル
ー
シ
で
の
検
診
に
毎
年
参
加
し
て
、
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事

故
の
せ
い
で
甲
状
腺
疾
患
に
苦
し
む
人
々
を
救
う
活
動
を
行
って

お
り
、
ま
た
清
水
先
生
が
希
望
す
る
学
生
を
連
れ
て
行
っ
て
く

れ
て
い
る
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。

　
大
学
に
入
学
し
た
頃
か
ら
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
に
ず
っ
と
興

味
を
も
って
い
た
私
の
中
で
、
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
影
響
の
現

状
を
知
り
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
な
っ
て
い
き
、
ま
た
こ
の
機

会
を
逃
し
た
ら
見
に
行
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
、
清
水
先

生
に
お
願
い
し
て
、
今
回
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
私
自
身
と
し
て
は
念
願
が
叶
う
と
い
う
喜
び
と
共

に
、
今
回
の
検
診
団
参
加
を
通
じ
て
、
海
外
の
医
療
の
実
態
を

自
分
の
眼
で
見
る
こ
と
、
ま
た
将
来
医
師
に
な
っ
た
と
き
に
自

分
の
興
味
を
仕
事
に
つ
な
げ
る
方
法
を
模
索
し
た
い
と
考
え
て

出
発
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
毎
年
の
検
診
よ
り
時
期
が
早
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

ミ
ン
ス
ク
に
早
朝
着
い
て
み
る
と
話
に
聞
い
て
い
た
よ
り
は
寒
く

な
く
、
ち
ょ
う
ど
紅
葉
が
き
れ
い
な
時
期
で
し
た
。
放
射
能
が

見
え
な
い
も
の
で
あ
り
、
既
に
事
故
か
ら
22
年
経
って
い
て
チ
ェル

ノ
ブ
イ
リ
か
ら
５
０
０
キ
ロ
以
上
離
れ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、

冷
静
に
考
え
て
み
れ
ば
そ
こ
が
辺
り
一面
き
れ
い
な
紅
葉
で
当
た

り
前
の
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
あ
ま
り
に
も
き
れ
い
な
風

景
を
見
て
、
いっ
た
い
ど
こ
に
放
射
能
汚
染
さ
れ
た
過
去
が
あ
る

の
か
と
眼
を
疑
い
、
そ
の
実
情
を
検
診
で
確
か
め
て
み
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
ブ
レ
ス
ト
州
立
内
分
泌
診
療
所
で
は
３
日
間
で
53

人
の
患
者
さ
ん
を
診
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
４

人
の
悪
性
腫
瘍
の
患
者
さ
ん
が
お
り
、
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な

い
く
ら
い
の
高
確
率
で
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
、
き
れ
い
な
風
景
の

中
に
潜
む
見
え
な
い
放
射
能
の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
ブ
レ
ス
ト
州
立
内
分
泌
診
療
所
で
の
現
地
の
医
師
と
の
や
り

と
り
は
通
訳
の
山
田
さ
ん
や
山
口
さ
ん
が
近
く
に
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
き
は
ロ
シ
ア
語
の
通
訳
を
頼
む
の
で
す
が
、
席
を
外
さ
れ
て

い
る
と
き
は
英
語
で
直
接
話
し
ま
し
た
。
彼
ら
の
中
に
は
英
語

が
堪
能
な
医
師
も
い
れ
ば
そ
う
で
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
英
語
の
苦
手
な
方
と
は
な
ん
と
か
話
そ
う
と
試
み
て
も
な

か
な
か
意
思
疎
通
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
き
我
々
の
間
を

繋
い
で
く
れ
た
の
は
医
学
の
専
門
用
語
で
し
た
。
私
が
知
っ
て
い

る
英
語
の
専
門
用
語
と
、
彼
ら
が
知
っ
て
い
る
ロ
シ
ア
語
の
専
門

用
語
の
語
源
が一緒
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
あ
る
専
門
用
語
の
発

音
が
英
語
と
ロ
シ
ア
語
で
極
め
て
似
て
お
り
、
そ
の
用
語
が
き
っ

か
け
で
ど
ん
な
病
気
に
関
す
る
内
容
で
現
在
ど
ん
な
状
況
な
の

か
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　
そ
こ
で
私
が
感
じ
た
の
は
英
語
で
の
診
察
に
使
う
会
話
の
重

要
性
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
加
え
て
専
門
用
語
の
重
要
性
で
し

た
。
た
と
え
英
語
が
通
じ
な
い
環
境
に
行
っ
て
も
英
語
の
専
門

用
語
を
知
って
い
る
こ
と
が
現
地
の
医
療
ス
タ
ッフ
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
役
立
つ
。
そ
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
大

き
な
収
穫
で
し
た
。

　
今
回
、
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
行
って
い

る
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
の
検
診
に
参
加
し
て
強
く
感
じ
た
も
の
は
、
見

え
な
い
も
の
の
大
き
さ
で
す
。
こ
ん
な
に
き
れ
い
な
大
地
に
潜
ん

で
い
る
見
え
な
い
放
射
能
が
22
年
経
っ
た
今
も
人
々
の
身
体
を
蝕

ん
で
い
る
。
こ
の
恐
ろ
し
さ
は
行
っ
て
み
な
い
と
決
し
て
理
解
で

き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
英
語
の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
語
が

流
暢
に
話
せ
る
よ
う
に
な
る
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
で
す
が
、
ま

ず
は
英
語
を
も
っ
と
し
っ
か
り
し
た
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。
診

察
に
使
う
会
話
だ
け
で
な
く
、
医
学
の
専
門
家
に
な
る
者
と
し

て
専
門
用
語
も
含
め
て
。
そ
れ
が
英
語
が
通
じ
な
い
環
境
で
役

に
立
つ
と
、
今
回
ベ
ラ
ル
ー
シ
に
行
って
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
、
医
学
生
で
す
し
新
し
く
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
今
回
私
は
今
後
医
師
に
な
る
上

で
ま
た
医
師
に
な
っ
て
か
ら
も
大
切
な
語
学
の
重
要
性
や
、
人

間
の
犯
し
た
過
ち
の
大
き
さ
を
学
ん
だ
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま

た
い
つ
、
か
今
度
は
ロ
シ
ア
語
と
英
語
を
も
っ
と
話
せ
る
よ
う
に

な
って
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
を
訪
れ
た
い
で
す
。

　
今
年
の
10
月
５
日
か
ら
９
日
間
、
ブ
レ
ス
ト
で
の
検
診
団
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
学
で
、
清
水
先
生
か
ら
「
参

加
し
て
み
る
？
」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
是
非
！
と
お
願

い
し
ま
し
て
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
私
に
と
っ
て
は
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
と
い
う
国
名
自
体
が
普
段
耳
に

す
る
こ
と
の
な
い
も
の
で
、
ロ
シ
ア
よ
り
ヨ
ー
ロッ
パ
側
と
い
う
こ

と
は
わ
か
る
け
れ
ど
、
地
図
の
上
で
ど
こ
か
と
い
わ
れ
た
ら
正
確

に
は
示
せ
な
い
国
。
ど
ん
な
と
こ
ろ
か
イ
メ
ー
ジ
も
な
い
ま
ま
で

の
出
発
で
し
た
。

　
モ
ス
ク
ワ
経
由
で
ミ
ン
ス
ク
へ
、
そ
れ
か
ら
ブ
レ
ス
ト
へ
移
動
。

目
的
地
に
着
く
ま
で
３
日
か
か
っ
て
、
４
日
目
か
ら
や
っ
と
検
診

開
始
。
検
診
を
受
け
に
来
た
人
た
ち
が
次
々
と
部
屋
へ
入
っ
て

き
て
、
診
察
を
う
け
、
穿
刺
を
し
て
も
ら
って
帰
って
い
く
。
日

本
と
違
っ
て
、
診
察
室
の
中
は
堅
苦
し
く
な
い
雰
囲
気
で
い
い
な

と
思
う
も
の
の
、
ま
だ
前
の
人
が
い
る
う
ち
に
次
の
人
が
は
いっ

て
き
て
し
ま
っ
た
り
す
る
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
の
速
さ
に
は
ち
ょっ
と

驚
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
検
診
初
日
・
２
日
目
と
、
私
は
診
察
や
エ
コ
ー
の
結
果
、
穿

刺
部
位
な
ど
を
用
紙
に
記
録
す
る
こ
と
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
２
日
目
の
空
き
時
間
に
は
エ
コ
ー
の
練
習
。
マ
リ
ー

ナ
先
生
に
は
細
か
く
指
導
ま
で
し
て
い
た
だ
い
て
、
３
日
目
は
ほ

と
ん
ど
の
エ
コ
ー
を
担
当
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

日
本
で
働
い
て
い
て
も
、
一日
で
こ
ん
な
に
何
度
も
エ
コ
ー
を
や
る

こ
と
は
な
く
、
私
に
と
って
貴
重
な一日
と
な
り
ま
し
た
。

　
検
診
の
時
間
以
外
で
は
ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
先
生
に
ブ
レ
ス
ト
の
歴

史
の
話
を
聞
い
た
り
、
ア
ル
ツ
ー
ル
先
生
か
ら
普
段
の
検
診
の
話

を
き
い
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　
と
く
に
ア
ル
ツ
ー
ル
先
生
か
ら
聞
い
た
事
故
の
日
の
話
、
そ
の

後
の
話
は
初
め
て
聞
く
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
私
に
と
っ
て
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
の
事
故
は
遠
い
国
の
話
で
し
た
が
、
検
診
に
来
た
人

た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
国
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
遠
い
と
こ
ろ

で
は
な
く
暮
ら
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
話
。
そ
う
思
う
と
、
今
ま

で
事
故
の
話
や
被
害
の
話
を
聞
い
て
も
、
そ
こ
に
多
く
の
人
た

ち
の
生
活
が
あ
る
と
い
う
こ
と
ま
で
気
に
留
め
て
い
な
か
っ
た
と

気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
海
外
で
の
検
診
・
医
療
支
援
と
わ
ず
か
な
が
ら
に
関

わ
る
こ
と
が
で
き
、
普
段
と
は
違
っ
た
環
境
で
の
医
療
を
み
る
こ

と
も
で
き
て
、
参
加
さ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
大
変
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
９
日
間
一緒
だ
っ
た
先
生
方
、
山
田
さ
ん
、
山
口
さ

ん
と
も
様
々
な
分
野
の
お
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
面
白
く
過

ご
し
た
こ
と
も
良
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

被
災
地
で
の
検
診
に
参
加
し
て
感
じ
た
も
の

研
修
医
と
学
生
の
視
点
か
ら

研
修
医
と
学
生
の
視
点
か
ら

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
は
遠
い
話
で
は
な
く

今
を
生
き
る
人
た
ち
の
日
常
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な
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、
若
い

人
た
ち
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
同
行
し
て
い
ま
す
。
日
本
と
は
異
な
る
医

療
の
現
場
を
目
の
当
た
り
に
し
、
大
き
な
驚
き
や
新
た
な
発
見
が
あ
っ

た
り
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
色
々
な
こ
と
を
吸
収
し
て
い
ま
す
。

 

今
回
の
ブ
レ
ス
ト
市
で
の
検
診
に
参
加
し
た
篠
塚
先
生
と
大
内
さ
ん

に
、
感
想
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

エ
コ
ー
検
診
を
手
伝
う
篠
塚
医
師（
中
央
）と
大
内
さ
ん（
右
）。

清
水
医
師（
左
）と
ア
ル
ツ
ー
ル
医
師（
奥
）が
様
子
を
見
守
る
。

日
本
医
科
大
学
付
属
病
院
研
修
医
　
　

篠
塚
　
恵
理
子

見
え
な
い
も
の
と
語
学

日
本
医
科
大
学
４
年
　
　

大
内
　
崇
弘

甲状腺細胞の染色を手伝う大内さん
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被災地での乳ガン検診、まずは第一歩前進へ
済生会広島病院 野宗義博医師からの報告

ブレスト州立病院の、診察室案内
表示の前で、野宗医師とアルツー
ル医師。

野宗医師より乳ガンの講習を受けるブレスト州の専門医（上）。
日本で知られる自己検診法の広報ツールや、実際のX線写真なども
使い、現地の乳ガンを取り巻く状況と比較しつつ講義を行った（下）。

日本から届いた顕微鏡で
過去の全プレパラートの
診断結果を確認、記録。
乳ガン検診実施は、
次なるステップへ。

武市医師のプレパラート撮影と診断を手伝う野宗医師（右）

　
今
回
の
検
診
で
は
、
甲
状
腺
に
も
関
わ
り
の
深

い
乳
ガ
ン
検
診
の
実
施
も
目
標
の一つ
と
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
同
時
に
、
過
去
10
年
間
の
検
診
結
果
の

最
終
確
認
の
た
め
、
武
市
医
師
が
中
心
と
な
り
、

数
百
枚
の
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
を
す
べ
て
顕
微
鏡
で
確
認

す
る
こ
と
も
重
要
な
目
的
で
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
検
診
と
は
異
な
る
、
こ
の
２
つ
の
大

切
な
仕
事
を
担
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
済
生
会
広

島
病
院
よ
り
、
野
宗
義
博
医
師
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
野
宗
先
生
よ
り
、
二
度
目
の
訪
問
と
な
っ
た
今

回
の
検
診
の
様
子
を
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
す
。

■
10
月
４
日
（
土
）

　
深
夜
、
広
島
班
の
３
名
は
成
田
空
港
エ
ア
ポ
ー
ト
ホ

テ
ル
に
集
合
。

■
10
月
５
日
（
日
）

　
今
回
は
病
理
用
の
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
を
運
搬
す
る
必
要

が
無
く
、
身
軽
に
空
港
に
移
動
で
き
た
。
出
国
ロ
ビ
ー

で
、
東
京
班
や
山
口
さ
ん
と
合
流
し
、
モ
ス
ク
ワ
に
到

着
。

■
10
月
６
日
（
月
）

　
昼
前
に
ミ
ン
ス
ク
に
到
着
。

　
ベ
ラ
ル
ー
シ
赤
十
字
（
ベ
ラ
赤
）
の
準
備
し
た
「
雪

だ
る
ま
２
号
」
と
も
う
１
台
の
ワ
ゴ
ン
車
で
、
直
ち
に

ベ
ラ
赤
本
部
を
訪
問
。
総
裁
に
今
回
の
医
療
支
援
活

動
の
内
容
を
報
告
し
、
持
参
し
た
支
援
用
の
基
金
を

提
供
し
た
。
今
回
総
裁
か
ら
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
国
内
で
も

近
年
乳
ガ
ン
患
者
が
増
大
し
て
い
る
問
題
を
知
ら
さ
れ

た
。

　
ミ
ン
ス
ク
市
内
は
、
木
々
の
葉
は
ほ
と
ん
ど
黄
色
く

染
ま
り
、
通
り
に
は
落
葉
も
多
く
、
既
に
晩
秋
の
季

節
で
あ
っ
た
。
気
候
は
日
本
の
初
冬
と
同
じ
く
ら
い

で
、
朝
夕
の
温
度
は
10
度
以
下
と
寒
い
が
、
日
中
は
日

本
と
同
じ
気
候
で
過
ご
し
や
す
か
っ
た
。
日
の
出
は
７

時
過
ぎ
、
ま
た
、
日
没
は
７
時
頃
で
あ
っ
た
。
住
民
の

多
く
は
長
袖
や
オ
ー
バ
ー
な
ど
を
着
用
し
て
お
り
、
既

に
冬
の
準
備
を
し
て
い
た
。

　
今
回
の
私
の
医
療
支
援
活
動
は
、
以
下
の
通
り
だ
っ

た
。

（
１
）
ブ
レ
ス
ト
州
悪
性
腫
瘍
病
院
内
分
泌
診
療
所

で
の
、
乳
ガ
ン
検
診
の
講
義
。

　
日
本
で
の
乳
ガ
ン
の
現
状
と
、
乳
ガ
ン
検
診
の
必
要

性
を
パ
ソ
コ
ン
で
紹
介
。
ま
た
、
患
者
さ
ん
配
布
用
の

絵
入
り
乳
ガ
ン
自
己
検
診
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
50
枚
を
提

供
し
た
。

（
２
）
ブ
レ
ス
ト
州
悪
性
腫
瘍
病
院
内
分
泌
診
療
所

で
の
病
理
標
本
顕
微
鏡
写
真
撮
影
（
武
市
先
生
）
の

助
手
。

　
第
８
回
目
の
ベ
ラ
ル
ー
シ
・
ブ
レ
ス
ト
被
曝
者
医
療

検
診
に
参
加
し
た
の
で
、
そ
の
報
告
を
す
る
。

　
今
回
、
広
島
か
ら
は
武
市
ク
リ
ニッ
ク
院
長
・
武
市

先
生
と
ロ
シ
ア
医
学
通
訳
の
山
田
さ
ん
が
参
加
し
た
。

ま
た
、
東
京
班
か
ら
も
、
日
本
医
科
大
学
教
授
の
清

水
先
生
、
村
瀬
検
査
技
師
、
内
科
研
修
医
の
篠
塚
さ

ん
と
学
生
の
大
内
君
の
４
名
が
参
加
し
た
。

　
今
回
ベ
ラ
ル
ー
シ
被
曝
者
検
診
の
目
的
は

①
甲
状
腺
診
断
（
超
音
波
検
査
と
穿
刺
吸
引
細
胞

診
、
染
色
、
顕
微
鏡
的
診
断
）

②
病
理
標
本
の
顕
微
鏡
撮
影
（
１
９
９
７
年
か
ら
の

病
理
標
本
撮
影
）

③
乳
ガ
ン
検
診
の
説
明
（
ブ
レ
ス
ト
州
悪
性
腫
瘍
病

院
医
療
チ
ー
ム
へ
の
乳
ガ
ン
検
診
提
示
）

で
あ
っ
た
。
　

　
私
に
と
って
は
、
今
回
は
昨
年
に
引
き
続
き
２
度
目

で
、
乳
ガ
ン
検
診
の
導
入
が
主
な
役
割
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
武
市
先
生
の
病
理
組
織
検
査
の
た
め
、
多
数
の

病
理
組
織
切
片
（
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
）
の
顕
微
鏡
写
真
撮

影
の
助
手
を
行
っ
た
。
今
回
の
検
診
班
に
は
、
チ
ェル
ノ

ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
山
口
さ
ん
が
ロ
シ
ア

語
通
訳
と
し
て
、
ま
た
、
山
田
さ
ん
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
・
医
療
通
訳
と
し
て
参
加
さ
れ
た
。

法
、
自
己
検
診
法
を
中
心
に
解
説
。
次
回
か
ら
の
乳

ガ
ン
検
診
の
基
礎
的
事
項
を
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
医
師
達
に

説
明
し
て
お
い
た
。
乳
ガ
ン
検
診
も
で
き
る
最
新
型
の

超
音
波
装
置
は
こ
ち
ら
の
病
院
に
あ
っ
た
。
あ
と
は
乳

腺
の
エッ
ク
ス
線
撮
影
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）
が
出
来

れ
ば
、
乳
ガ
ン
検
診
可
能
で
あ
っ
た
。

■
10
月
11
日
（
土
）
検
診
最
終
日

　
こ
の
日
病
院
は
土
曜
で
休
日
。
広
島
班
は
、
午
前

中
何
と
か
研
究
室
を
開
け
て
も
ら
っ
て
、
最
終
プ
レ
パ

ラ
ー
ト
の
撮
影
を
行
っ
た
。
一
方
、
東
京
班
は
昨
日
で

検
診
を
終
了
。
我
々
と
は
別
行
動
で
、
車
で
ア
リ
ョ
ー

シ
ャ
さ
ん
（
07
年
に
日
本
で
清
水
教
授
に
よ
り
甲
状
腺

手
術
を
受
け
、
今
回
術
後
検
診
目
的
で
ブ
レ
ス
ト
に

滞
在
）
を
郷
里
の
ピ
ン
ス
ク
ま
で
送
って
行
っ
た
。

　
我
々
広
島
班
は
、
昼
過
ぎ
ま
で
顕
微
鏡
写
真
撮
影

を
行
っ
た
。
な
お
、
撮
影
で
き
な
か
っ
た
プ
レ
パ
ラ
ー
ト

も
含
め
て
、
年
代
別
、
地
域
別
に
仕
分
け
し
て
、
こ

ち
ら
の
病
院
に
保
管
。
ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
医
師
か
ら
、
今

回
撮
影
し
た
デ
ジ
カ
メ
写
真
画
像
の
す
べ
て
を
手
渡
す

よ
う
に
依
頼
さ
れ
た
の
で
、
全
画
像
約
４
０
０
枚
を
Ｄ

Ｖ
Ｄ
に
コ
ピ
ー
し
、
手
渡
し
て
お
い
た
。

　
午
後
３
時
半
、
ミ
ン
ス
ク
に
向
か
って
移
動
。

　
午
後
７
時
過
ぎ
に
ミ
ン
ス
ク
の
ホ
テ
ル
に
到
着
。
ミ
ン

ス
ク
で
は
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
医
学
再
教
育
ア
カ
デ
ミ
ー
の
オ

ル
ガ
医
師
の
自
宅
を
訪
問
。
彼
女
は
07
年
に
広
島
で

甲
状
腺
の
研
修
を
さ
れ
て
お
り
、
息
子
さ
ん
（
医
学

部
２
年
生
）
同
様
、
か
な
り
の
親
日
派
で
あ
っ
た
。

■
10
月
12
日
（
日
）　

　
ロ
シ
ア
語
通
訳
の
山
田
さ
ん
、
山
口
さ
ん
は
さ
ら
に

ゴ
メ
リ
訪
問
の
た
め
、
ミ
ン
ス
ク
に
残
留
。
我
々
は
東

京
班
と
と
も
に
モ
ス
ク
ワ
経
由
し
、
翌
日
成
田
に
無
事

到
着
し
、
今
回
の
医
療
支
援
を
終
了
し
た
。

ラ
ス
板
に
塗
沫
し
て
、
そ
し
て
染
色
。
１
枚
１
枚
の
プ

レ
パ
ラ
ー
ト
を
、
顕
微
鏡
で
観
察
し
て
細
胞
の
形
で
診

断
す
る
。
今
ま
で
の
甲
状
腺
検
診
で
、
多
数
の
プ
レ
パ

ラ
ー
ト
が
作
製
さ
れ
た
が
、
日
本
へ
の
持
出
し
が
禁
じ

ら
れ
て
お
り
、
一部
の
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
は
、
病
理
診
断
が

不
完
全
で
あ
っ
た
。

　
受
理
し
た
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
は
、
バ
ラ
バ
ラ
の
状
態
で
紙

箱
に
入
れ
て
あ
っ
た
。
検
診
採
取
し
た
年
月
日
と
場

所
、
ま
た
、
患
者
認
識
番
号
が
バ
ラ
バ
ラ
の
状
態
で
あ

っ
た
。
顕
微
鏡
検
査
の
前
に
、
こ
れ
ら
の
順
不
同
の
プ

レ
パ
ラ
ー
ト
の
並
び
か
え
、
整
理
、
分
別
作
業
が
必
要

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
部
の
標
本
は
ミ
ン
ス
ク
で
保
管
さ

れ
て
い
た
た
め
、
翌
日
に
ブ
レ
ス
ト
に
届
く
よ
う
ア
ル
ツ

ー
ル
医
師
に
依
頼
し
た
。

　
な
お
、
今
回
修
理
持
参
し
た
Ｎ
ｉ
ｋｏｎ
の
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
を
顕
微
鏡
に
セ
ッ
ト
。
撮
影
で
き
る

か
ど
う
か
確
認
。
カ
メ
ラ
の
リ
モ
コ
ン
シ
ャ
ッ

タ
ー
の
電
池
を
替
え
て
、
撮
影
可
能
と
な
っ

た
。

■
10
月
８
日
（
水
）
〜
９
日
（
木
）

　
丸
２
日
間
、
標
本
（
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
）
の

整
理
。

■
10
月
10
日
（
金
）

　
午
前
中
か
ら
、
顕
微
鏡
診
断
を
開
始
。

　
作
業
は
、
ま
ず
顕
微
鏡
で
プ
レ
パ
ラ
ー
ト

全
体
を
観
察
、
異
常
の
部
位
を
見
つ
け
、

病
理
診
断
し
、
そ
の
結
果
を
ノ
ー
ト
に
記

録
、
最
後
に
デ
ジ
カ
メ
撮
影
を
行
っ
た
。
１

枚
の
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
を
処
理
す
る
時
間
は
約

７
〜
８
分
を
要
し
た
。
今
回
Ｎ
ｉ
ｋｏｎ
の
カ

メ
ラ
は
順
調
に
機
能
し
た
が
、
古
い
病
理
標

本
（
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
）
の
多
く
は
、
保
存
状

態
が
悪
か
っ
た
。

　
午
後
か
ら
、
ア
ル
ツ
ー
ル
診
療
所
長
室
で

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
の
乳
ガ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開

始
。
日
本
の
乳
ガ
ン
の
現
状
、
検
診
の
方

　
患
者
毎
の
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
準
備
と
顕
微
鏡
デ
ジ
タ
ル

写
真
撮
影
の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
を
行
っ
た
。
ま
た
、
武
市

先
生
の
顕
微
鏡
所
見
の
記
入
も
一部
手
伝
っ
た
。

■
10
月
７
日
（
火
）

　
ミ
ン
ス
ク
か
ら
南
南
西
、
約
３
３
０
㎞
の
ブ
レ
ス
ト

に
、
２
台
の
ワ
ゴ
ン
車
で
移
動
。

　
昼
過
ぎ
に
、
ブ
レ
ス
ト
州
悪
性
腫
瘍
病
院
の
内
分

泌
診
療
所
に
到
着
。
東
京
班
は
、
明
日
か
ら
の
甲
状

腺
検
診
準
備
、
病
理
標
本
染
色
準
備
を
行
っ
た
。

　
我
々
広
島
班
は
、
保
管
し
て
い
た
多
数
の
患
者
用

病
理
組
織
標
本
（
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
）
を
受
理
。
ち
な

み
に
、
病
理
組
織
標
本
の
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
と
は
、
チ
ュ
ー

イ
ン
ガ
ム
を
大
き
く
し
た
程
度
の
板
状
の
ガ
ラ
ス
で
あ

る
。
病
理
診
断
す
る
た
め
に
、
組
織
の一
部
を
こ
の
ガ

済
生
会
広
島
病
院

　野
宗

　義
博
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で
は
、
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ン
検
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の
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も
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と
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
同
時
に
、
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の
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診
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の
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確
認
の
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め
、
武
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と
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、

数
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ラ
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ト
を
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て
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鏡
で
確
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る
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も
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で
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こ
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で
の
検
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と
は
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る
、
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の
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つ
の
大

切
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を
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て
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た
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く
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め
、
済
生
会
広

島
病
院
よ
り
、
野
宗
義
博
医
師
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
野
宗
先
生
よ
り
、
二
度
目
の
訪
問
と
な
っ
た
今

回
の
検
診
の
様
子
を
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
す
。

■
10
月
４
日
（
土
）

　
深
夜
、
広
島
班
の
３
名
は
成
田
空
港
エ
ア
ポ
ー
ト
ホ

テ
ル
に
集
合
。

■
10
月
５
日
（
日
）

　
今
回
は
病
理
用
の
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
を
運
搬
す
る
必
要

が
無
く
、
身
軽
に
空
港
に
移
動
で
き
た
。
出
国
ロ
ビ
ー

で
、
東
京
班
や
山
口
さ
ん
と
合
流
し
、
モ
ス
ク
ワ
に
到

着
。

■
10
月
６
日
（
月
）

　
昼
前
に
ミ
ン
ス
ク
に
到
着
。

　
ベ
ラ
ル
ー
シ
赤
十
字
（
ベ
ラ
赤
）
の
準
備
し
た
「
雪

だ
る
ま
２
号
」
と
も
う
１
台
の
ワ
ゴ
ン
車
で
、
直
ち
に

ベ
ラ
赤
本
部
を
訪
問
。
総
裁
に
今
回
の
医
療
支
援
活

動
の
内
容
を
報
告
し
、
持
参
し
た
支
援
用
の
基
金
を

提
供
し
た
。
今
回
総
裁
か
ら
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
国
内
で
も

近
年
乳
ガ
ン
患
者
が
増
大
し
て
い
る
問
題
を
知
ら
さ
れ

た
。

　
ミ
ン
ス
ク
市
内
は
、
木
々
の
葉
は
ほ
と
ん
ど
黄
色
く

染
ま
り
、
通
り
に
は
落
葉
も
多
く
、
既
に
晩
秋
の
季

節
で
あ
っ
た
。
気
候
は
日
本
の
初
冬
と
同
じ
く
ら
い

で
、
朝
夕
の
温
度
は
10
度
以
下
と
寒
い
が
、
日
中
は
日

本
と
同
じ
気
候
で
過
ご
し
や
す
か
っ
た
。
日
の
出
は
７

時
過
ぎ
、
ま
た
、
日
没
は
７
時
頃
で
あ
っ
た
。
住
民
の

多
く
は
長
袖
や
オ
ー
バ
ー
な
ど
を
着
用
し
て
お
り
、
既

に
冬
の
準
備
を
し
て
い
た
。

　
今
回
の
私
の
医
療
支
援
活
動
は
、
以
下
の
通
り
だ
っ

た
。

（
１
）
ブ
レ
ス
ト
州
悪
性
腫
瘍
病
院
内
分
泌
診
療
所

で
の
、
乳
ガ
ン
検
診
の
講
義
。

　
日
本
で
の
乳
ガ
ン
の
現
状
と
、
乳
ガ
ン
検
診
の
必
要

性
を
パ
ソ
コ
ン
で
紹
介
。
ま
た
、
患
者
さ
ん
配
布
用
の

絵
入
り
乳
ガ
ン
自
己
検
診
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
50
枚
を
提

供
し
た
。

（
２
）
ブ
レ
ス
ト
州
悪
性
腫
瘍
病
院
内
分
泌
診
療
所

で
の
病
理
標
本
顕
微
鏡
写
真
撮
影
（
武
市
先
生
）
の

助
手
。

　
第
８
回
目
の
ベ
ラ
ル
ー
シ
・
ブ
レ
ス
ト
被
曝
者
医
療

検
診
に
参
加
し
た
の
で
、
そ
の
報
告
を
す
る
。

　
今
回
、
広
島
か
ら
は
武
市
ク
リ
ニッ
ク
院
長
・
武
市

先
生
と
ロ
シ
ア
医
学
通
訳
の
山
田
さ
ん
が
参
加
し
た
。

ま
た
、
東
京
班
か
ら
も
、
日
本
医
科
大
学
教
授
の
清

水
先
生
、
村
瀬
検
査
技
師
、
内
科
研
修
医
の
篠
塚
さ

ん
と
学
生
の
大
内
君
の
４
名
が
参
加
し
た
。

　
今
回
ベ
ラ
ル
ー
シ
被
曝
者
検
診
の
目
的
は

①
甲
状
腺
診
断
（
超
音
波
検
査
と
穿
刺
吸
引
細
胞

診
、
染
色
、
顕
微
鏡
的
診
断
）

②
病
理
標
本
の
顕
微
鏡
撮
影
（
１
９
９
７
年
か
ら
の

病
理
標
本
撮
影
）

③
乳
ガ
ン
検
診
の
説
明
（
ブ
レ
ス
ト
州
悪
性
腫
瘍
病

院
医
療
チ
ー
ム
へ
の
乳
ガ
ン
検
診
提
示
）

で
あ
っ
た
。
　

　
私
に
と
って
は
、
今
回
は
昨
年
に
引
き
続
き
２
度
目

で
、
乳
ガ
ン
検
診
の
導
入
が
主
な
役
割
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
武
市
先
生
の
病
理
組
織
検
査
の
た
め
、
多
数
の

病
理
組
織
切
片
（
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
）
の
顕
微
鏡
写
真
撮

影
の
助
手
を
行
っ
た
。
今
回
の
検
診
班
に
は
、
チ
ェル
ノ

ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
山
口
さ
ん
が
ロ
シ
ア

語
通
訳
と
し
て
、
ま
た
、
山
田
さ
ん
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
・
医
療
通
訳
と
し
て
参
加
さ
れ
た
。

法
、
自
己
検
診
法
を
中
心
に
解
説
。
次
回
か
ら
の
乳

ガ
ン
検
診
の
基
礎
的
事
項
を
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
医
師
達
に

説
明
し
て
お
い
た
。
乳
ガ
ン
検
診
も
で
き
る
最
新
型
の

超
音
波
装
置
は
こ
ち
ら
の
病
院
に
あ
っ
た
。
あ
と
は
乳

腺
の
エッ
ク
ス
線
撮
影
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）
が
出
来

れ
ば
、
乳
ガ
ン
検
診
可
能
で
あ
っ
た
。

■
10
月
11
日
（
土
）
検
診
最
終
日

　
こ
の
日
病
院
は
土
曜
で
休
日
。
広
島
班
は
、
午
前

中
何
と
か
研
究
室
を
開
け
て
も
ら
っ
て
、
最
終
プ
レ
パ

ラ
ー
ト
の
撮
影
を
行
っ
た
。
一
方
、
東
京
班
は
昨
日
で

検
診
を
終
了
。
我
々
と
は
別
行
動
で
、
車
で
ア
リ
ョ
ー

シ
ャ
さ
ん
（
07
年
に
日
本
で
清
水
教
授
に
よ
り
甲
状
腺

手
術
を
受
け
、
今
回
術
後
検
診
目
的
で
ブ
レ
ス
ト
に

滞
在
）
を
郷
里
の
ピ
ン
ス
ク
ま
で
送
って
行
っ
た
。

　
我
々
広
島
班
は
、
昼
過
ぎ
ま
で
顕
微
鏡
写
真
撮
影

を
行
っ
た
。
な
お
、
撮
影
で
き
な
か
っ
た
プ
レ
パ
ラ
ー
ト

も
含
め
て
、
年
代
別
、
地
域
別
に
仕
分
け
し
て
、
こ

ち
ら
の
病
院
に
保
管
。
ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
医
師
か
ら
、
今

回
撮
影
し
た
デ
ジ
カ
メ
写
真
画
像
の
す
べ
て
を
手
渡
す

よ
う
に
依
頼
さ
れ
た
の
で
、
全
画
像
約
４
０
０
枚
を
Ｄ

Ｖ
Ｄ
に
コ
ピ
ー
し
、
手
渡
し
て
お
い
た
。

　
午
後
３
時
半
、
ミ
ン
ス
ク
に
向
か
って
移
動
。

　
午
後
７
時
過
ぎ
に
ミ
ン
ス
ク
の
ホ
テ
ル
に
到
着
。
ミ
ン

ス
ク
で
は
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
医
学
再
教
育
ア
カ
デ
ミ
ー
の
オ

ル
ガ
医
師
の
自
宅
を
訪
問
。
彼
女
は
07
年
に
広
島
で

甲
状
腺
の
研
修
を
さ
れ
て
お
り
、
息
子
さ
ん
（
医
学

部
２
年
生
）
同
様
、
か
な
り
の
親
日
派
で
あ
っ
た
。

■
10
月
12
日
（
日
）　

　
ロ
シ
ア
語
通
訳
の
山
田
さ
ん
、
山
口
さ
ん
は
さ
ら
に

ゴ
メ
リ
訪
問
の
た
め
、
ミ
ン
ス
ク
に
残
留
。
我
々
は
東

京
班
と
と
も
に
モ
ス
ク
ワ
経
由
し
、
翌
日
成
田
に
無
事

到
着
し
、
今
回
の
医
療
支
援
を
終
了
し
た
。

ラ
ス
板
に
塗
沫
し
て
、
そ
し
て
染
色
。
１
枚
１
枚
の
プ

レ
パ
ラ
ー
ト
を
、
顕
微
鏡
で
観
察
し
て
細
胞
の
形
で
診

断
す
る
。
今
ま
で
の
甲
状
腺
検
診
で
、
多
数
の
プ
レ
パ

ラ
ー
ト
が
作
製
さ
れ
た
が
、
日
本
へ
の
持
出
し
が
禁
じ

ら
れ
て
お
り
、
一部
の
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
は
、
病
理
診
断
が

不
完
全
で
あ
っ
た
。

　
受
理
し
た
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
は
、
バ
ラ
バ
ラ
の
状
態
で
紙

箱
に
入
れ
て
あ
っ
た
。
検
診
採
取
し
た
年
月
日
と
場

所
、
ま
た
、
患
者
認
識
番
号
が
バ
ラ
バ
ラ
の
状
態
で
あ

っ
た
。
顕
微
鏡
検
査
の
前
に
、
こ
れ
ら
の
順
不
同
の
プ

レ
パ
ラ
ー
ト
の
並
び
か
え
、
整
理
、
分
別
作
業
が
必
要

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
部
の
標
本
は
ミ
ン
ス
ク
で
保
管
さ

れ
て
い
た
た
め
、
翌
日
に
ブ
レ
ス
ト
に
届
く
よ
う
ア
ル
ツ

ー
ル
医
師
に
依
頼
し
た
。

　
な
お
、
今
回
修
理
持
参
し
た
Ｎ
ｉ
ｋｏｎ
の
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
を
顕
微
鏡
に
セ
ッ
ト
。
撮
影
で
き
る

か
ど
う
か
確
認
。
カ
メ
ラ
の
リ
モ
コ
ン
シ
ャ
ッ

タ
ー
の
電
池
を
替
え
て
、
撮
影
可
能
と
な
っ

た
。

■
10
月
８
日
（
水
）
〜
９
日
（
木
）

　
丸
２
日
間
、
標
本
（
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
）
の

整
理
。

■
10
月
10
日
（
金
）

　
午
前
中
か
ら
、
顕
微
鏡
診
断
を
開
始
。

　
作
業
は
、
ま
ず
顕
微
鏡
で
プ
レ
パ
ラ
ー
ト

全
体
を
観
察
、
異
常
の
部
位
を
見
つ
け
、

病
理
診
断
し
、
そ
の
結
果
を
ノ
ー
ト
に
記

録
、
最
後
に
デ
ジ
カ
メ
撮
影
を
行
っ
た
。
１

枚
の
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
を
処
理
す
る
時
間
は
約

７
〜
８
分
を
要
し
た
。
今
回
Ｎ
ｉ
ｋｏｎ
の
カ

メ
ラ
は
順
調
に
機
能
し
た
が
、
古
い
病
理
標

本
（
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
）
の
多
く
は
、
保
存
状

態
が
悪
か
っ
た
。

　
午
後
か
ら
、
ア
ル
ツ
ー
ル
診
療
所
長
室
で

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
の
乳
ガ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開

始
。
日
本
の
乳
ガ
ン
の
現
状
、
検
診
の
方

　
患
者
毎
の
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
準
備
と
顕
微
鏡
デ
ジ
タ
ル

写
真
撮
影
の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
を
行
っ
た
。
ま
た
、
武
市

先
生
の
顕
微
鏡
所
見
の
記
入
も
一部
手
伝
っ
た
。

■
10
月
７
日
（
火
）

　
ミ
ン
ス
ク
か
ら
南
南
西
、
約
３
３
０
㎞
の
ブ
レ
ス
ト

に
、
２
台
の
ワ
ゴ
ン
車
で
移
動
。

　
昼
過
ぎ
に
、
ブ
レ
ス
ト
州
悪
性
腫
瘍
病
院
の
内
分

泌
診
療
所
に
到
着
。
東
京
班
は
、
明
日
か
ら
の
甲
状

腺
検
診
準
備
、
病
理
標
本
染
色
準
備
を
行
っ
た
。

　
我
々
広
島
班
は
、
保
管
し
て
い
た
多
数
の
患
者
用

病
理
組
織
標
本
（
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
）
を
受
理
。
ち
な

み
に
、
病
理
組
織
標
本
の
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
と
は
、
チ
ュ
ー

イ
ン
ガ
ム
を
大
き
く
し
た
程
度
の
板
状
の
ガ
ラ
ス
で
あ

る
。
病
理
診
断
す
る
た
め
に
、
組
織
の一
部
を
こ
の
ガ

済
生
会
広
島
病
院

　野
宗

　義
博
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中
津
江
小
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
ベ
ラ
ル
ー
シ
へ
送
ら
れ
た
、

み
ん
な
の
手
形
や
絵
手
紙
、写
真
、折
り
紙
な
ど

ゴメリの写真集を手に、故・ステパンさん（左）とナターシャさん（右）
下は、日本の子どもたちからの手紙に喜ぶ、ナターリャちゃん

ナターリャちゃんからの返事の絵手紙

追
悼

　ス
テ
パ
ン
さ
ん

の
ぞ
み
21
と
の

交
流
を
通
し
て

商品を仕上げるのぞみ21スタッフ

小
山

　浩
一

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
・
小
学
校
教
諭

■
の
ぞ
み
21
と
の
交
流

　
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
活
動
の
中
に
は
、
と
っ
て
も
楽
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
「
ベ
ラ
ル
ー
シ
料
理
教

室
」。
ゴ
メ
リ
市
の
工
房
「
の
ぞ
み
21
」
の
ナ

タ
ー
シ
ャ
さ
ん
の
レ
シ
ピ
で
、
参
加
者
み
ん
な
で

一
生
懸
命
作
り
ま
す
。
そ
し
て
、
の
ぞ
み
21
の

作
品
を
お
手
本
に
、
無
地
の
マ
ト
リ
ョ
ー
シ
カ

人
形
に
思
い
思
い
の
絵
を
描
く
「
マ
ト
リ
ョ
ー

シ
カ
絵
付
け
会
」
や
、
ク
ロ
ス
ス
テ
ッ
チ
で
民
族

模
様
を
描
く
「
ベ
ラ
ル
ー
シ
刺
繍
教
室
」。

　
医
療
支
援
だ
け
で
な
く
、
こ
ん
な
活
動
を

通
し
て
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
文
化
や
ナ
タ
ー
シ
ャ
さ

ん
た
ち
の
あ
た
た
か
さ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
雑
貨
購
入
を
通
し
た
活
動
支
援
と
い

う
パ
ー
ト
ナ
ー
団
体
で
あ
る
と
同
時
に
、「
の

ぞ
み
21
」
は
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
と
って
大
き
な
大
き
な
存
在
で
す
。

■
の
ぞ
み
21
の
こ
れ
ま
で

　
一方
で
「
の
ぞ
み
21
」
は
悲
し
く
、つ
ら
く
、

厳
し
い
経
験
を
積
み
重
ね
て
き
て
い
ま
す
。

　
工
房
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
ナ
タ
ー
シ
ャ

と
ス
テ
パ
ン
夫
妻
の
長
男
、
オ
レ
グ
が
10
代
で

白
血
病
に
か
か
り
、
治
療
を
終
え
て
退
院
し

た
後
に
待
っ
て
い
た
、
社
会
的
孤
立
で
し
た
。

被
曝
者
差
別
を
経
験
し
、
自
分
の
体
調
に
合

わ
せ
て
し
か
働
く
こ
と
の
で
き
な
い
経
験
を
通

し
て
、
オ
レ
グ
と
夫
妻
は
、
被
災
し
た
元
患

者
や
障
が
い
を
持
つ
若
い
世
代
の
た
め
に
、
交

流
と
経
済
的
自
立
の
場
を
作
ろ
う
と
、
１
９

９
５
年
に
工
房
「
の
ぞ
み
21
」
を
始
め
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
１
９
９
８
年
、
オ
レ
グ
は
甲
状

腺
ガ
ン
が
肺
に
転
移
し
、
肺
ガ
ン
の
た
め
に
、

20
歳
の
若
さ
で
命
を
落
と
し
ま
す
。
気
を
落

と
し
、
工
房
の
閉
鎖
も
考
え
た
夫
妻
を
支
え

た
の
は
、
共
に
が
ん
ば
っ
て
き
た
若
い
仲
間
た

ち
だ
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
夫
妻
は
そ
の
後
も

運
営
を
続
け
、
知
り
合
い
の
紹
介
で
、
２
０
０

０
年
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
出
会
い
ま
し
た
。
そ

れ
が
、
私
た
ち
と
の
最
初
の
出
会
い
で
し
た
。

　
以
来
、
工
房
運
営
の
支
援
だ
け
で
な
く
、

雑
貨
の
仕
入
れ
と
日
本
で
の
紹
介
を
通
し
て

も
、
工
房
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
チ
ェル
ノ
ブ

イ
リ
事
故
15
年
目
の
キ
ャ
ンペ
ー
ン
の
際
に
は
、

ナ
タ
ー
シ
ャ
、
ス
テ
パ
ン
夫
妻
が
来
日
し
、
日

本
各
地
を
回
り
ま
し
た
。

　
２
０
０
４
年
、
私
が
初
め
て
ベ
ラ
ル
ー
シ
へ
行

っ
た
時
に
、
二
人
と
、
そ
の
長
女
ニ
ー
ナ
さ
ん

に
も
会
い
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
か
ら
半
年
後

の
２
０
０
５
年
２
月
、
ニ
ー
ナ
さ
ん
は
胃
ガ
ン
の

た
め
、
一人
娘
の
ナ
タ
ー
リ
ャ
ち
ゃ
ん
を
残
し
て

世
を
去
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
２
０
０
８
年
８
月
に
は
、
前
号
で
も

お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、
ナ
タ
ー
シ
ャ
さ
ん
の

夫
で
あ
り
、「
の
ぞ
み
21
」
を
共
に
支
え
て
き

た
最
愛
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
ス
テ
パ
ン
さ
ん

を
、
不
慮
の
事
故
で
亡
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
の
中
に
あ
る一
家
族
に
降
り

か
か
る
哀
し
い
別
れ
に
言
葉
を
失
い
、
た
だ
一

緒
に
深
い
悲
し
み
を
受
け
止
め
る
ほ
か
で
き
ま

せ
ん
。

■
日
本
の
小
学
校
と
の
交
流
へ
向
け
て

　
２
０
０
５
年
に
調
査
団
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
訪

問
し
た
時
は
、
娘
の
ニ
ー
ナ
さ
ん
を
亡
く
し
て

間
が
な
い
頃
で
、
ナ
タ
ー
シ
ャ
さ
ん
ご
夫
妻
と

共
に
つ
ら
い
涙
を
流
し
ま
し
た
。
お
二
人
が
引

き
取
っ
た
孫
の
ナ
タ
ー
リ
ャ
ち
ゃ
ん
も
、
精
神

的
に
不
安
定
な
様
子
が
見
て
取
れ
ま
し
た
。

　
何
と
か
彼
女
を
励
ま
す
こ
と
は
で
き
な
い

か
。
帰
国
し
て
す
ぐ
に
、
前
任
校
で
あ
る
中

津
江
小
学
校
（
大
分
県
日
田
市
）
で
担
任
し

て
い
た
３
年
生
の
子
ど
も
た
ち
15
人
に
伝
え

る
と
、
み
ん
な
で
ナ
タ
ー
リ
ャ
ち
ゃ
ん
を
励
ま

そ
う
と
、
た
よ
り
を
書
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
描
い
て
、

か
ん
た
ん
な
励
ま
し
の
言
葉
を
添
え
た
だ
け
で

し
た
が
、
そ
の
次
の
検
診
団
に
託
し
、
ナ
タ
ー

リ
ャ
ち
ゃ
ん
へ
届
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
す
る
と

ナ
タ
ー
リ
ャ
ち
ゃ
ん
か
ら
も
か
わ
い
ら
し
い
絵
が

届
き
、
中
津
江
の
子
ど
も
た
ち
も
大
喜
び
で

し
た
。

　
中
津
江
の
地
域
行
事
で
は
、「
の
ぞ
み
21
」

の
雑
貨
を
売
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
さ
せ
て
も
ら

い
、
子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に
手
伝
っ
て
く
れ
、

た
く
さ
ん
の
寄
付
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
子
た
ち
と
は
、
水
俣
市
の

「
ほ
っ
と
は
う
す
」
の
人
々
（
胎
児
性
の
水
俣

病
患
者
の
み
な
さ
ん
）
を
学
校
に
招
い
て
の
交

流
も
行
い
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
や
水
俣
を
通
し

て
、
た
く
さ
ん
の
「
い
の
ち
」
の
学
習
を
行
い

ま
し
た
。

　
次
の
年
に
日
田
市
内
の
学
校
（
現
勤
務

校
）
に
異
動
し
、
こ
こ
の
子
ど
も
た
ち
に
も

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
や
「
の
ぞ
み
21
」
の
こ
と
を

伝
え
、
ナ
タ
ー
リ
ャ
ち
ゃ
ん
へ
の
励
ま
し
の
た
よ

り
も
書
き
、
返
事
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
う
し
て
、「
の
ぞ
み
21
」
と
日
田
の

子
ど
も
た
ち
と
が
交
流
を
深
め
て
い
き
ま
し

た
。

■
中
津
江
か
ら
の
手
紙

　再
び

　
そ
ん
な
中
、
２
０
０
７
年
の
調
査
団
が
、
ナ

タ
ー
リ
ャ
ち
ゃ
ん
と
、
彼
女
が
通
って
い
る
学
校

の
ク
ラ
ス
か
ら
の
た
よ

り
や
写
真
、
ク
ラ
ス
の

み
ん
な
の
手
形
な
ど
を

私
の
と
こ
ろ
へ
届
け
て

く
れ
ま
し
た
。

　
汚
染
地
で
あ
る
ゴ
メ

リ
市
で
の
生
活
は
幼
い

子
に
と
っ
て
危
険
だ
と

の
判
断
か
ら
、
現
在
、

ナ
タ
ー
リ
ャ
ち
ゃ
ん
は

ナ
タ
ー
シ
ャ
さ
ん
と
一
緒

に
、
首
都
ミ
ン
ス
ク
で

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
そ

の
ミ
ン
ス
ク
の
小
学
校

か
ら
の
交
流
の
希
望
の

た
よ
り
で
す
。
夢
の
よ

う
な
話
に
、
す
ぐ
に
で

も
実
現
し
た
い
と
こ
ろ

で
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
今
の
学
校
で
、
彼
女

に
た
よ
り
を
書
い
た
子

ど
も
た
ち
は
卒
業
し
て

し
ま
い
、
今
年
度
は
な

か
な
か
取
り
組
め
ま
せ

ん
。

　
せ
っ
か
く
の
申
し
出

を
な
ん
と
か
し
た
い
思

い
で
、
前
任
校
、
中
津

江
小
学
校
へ
連
絡
し
ま

し
た
。
熱
心
な
担
任
の

Ｔ
先
生
が
協
力
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ナ

タ
ー
リ
ャ
ち
ゃ
ん
か
ら
の
品
物
を
預
か
って
く
れ

ま
し
た
。

　
９
月
23
日
、
中
津
江
小
の
運
動
会
。
子
ど

も
た
ち
の
様
子
を
見
に
行
く
と
、
６
年
生
と

し
て
、
全
校
を
引
っ
ぱ
っ
て
く
れ
て
い
る
た
く

ま
し
い
あ
の
子
た
ち
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ナ
タ
ー
リ
ャ
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
聞
く

と
、「
も
う
ぼ
く
た
ち
手
紙
書
い
た
よ
。」
と

言
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
１
学
期
か
ら
２
学

期
と
、
運
動
会
練
習
中
の
大
忙
し
の
中
で
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
く
れ
て
い
た
の
で

す
。

　
ま
も
な
く
、Ｔ
先
生
が
中
津
江
小
か
ら
ベ
ラ

ル
ー
シ
へ
送
る
た
よ
り
を
持
って
来
て
く
れ
ま
し

た
。
彼
は
、
６
年
生
の
取
り
組
み
だ
け
で
終

わ
ら
せ
ず
、
全
校
へ
も
呼
び
か
け
て
く
れ
て
い

ま
し
た
。
ミ
ン
ス
ク
の
学
校
か
ら
届
い
た
物
の

中
に
、
ナ
タ
ー
リ
ャ
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
全
員
の

手
形
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
お
返
し
に
中
津
江

小
の
全
校
の
子
ど
も
た
ち
の
手
形
を
一
枚
の
紙

に
と
っ
て
く
れ
て
い
た
の
で
す
。
そ
し
て
中
津

江
小
の
様
々
な
活
動
の
様
子
が
写
っ
た
写
真
も

た
く
さ
ん
。
も
ち
ろ
ん
６
年
生
た
ち
が
見
よ

う
見
ま
ね
の
ロ
シ
ア
語
や
日
本
語
で
書
い
た
手

紙
も
あ
り
ま
し
た
。

■
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に

　
今
回
の
調
査
団
が
、
熱
い
思
い
の
こ
も
っ
た

た
よ
り
を
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
へ
届
け
て
く
れ
ま
し

た
。「
あ
な
た
た
ち
の
こ
と
を
思
っ
て
い
る
子
ど

も
た
ち
が
、
日
本
に
い
ま
す
よ
。
こ
れ
か
ら
も

が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。
応
援
し
て
い
ま
す
。」
そ

ん
な
思
い
が
き
っ
と
伝
わ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
言
葉
の
壁
が
あ
っ
て
、
ど
の
く
ら
い

の
こ
と
が
こ
れ
か
ら
で
き
る
の
か
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
ロ
シ
ア
語
の
得
意
な
山
田
英
雄
さ
ん
や

山
口
英
文
さ
ん
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
今
後

も
子
ど
も
た
ち
を
つ
な
い
で
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
現
在
、
２
年
生
に
な
っ
た
ナ
タ
ー
リ
ャ

ち
ゃ
ん
や
彼
女
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
の
交
流
の
実

現
を
ご
期
待
下
さ
い
。

　
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
が
、
子
ど
も
た
ち
な

り
の
支
援
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。「
の
ぞ
み

21
」
の
み
な
さ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
未
来
へ
の

望
み
を
も
っ
て
活
動
を
続
け
て
い
け
る
よ
う

に
、
み
な
さ
ん
と
共
に
大
き
な
支
援
を
届
け

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
日
本
か
ら
少
し
で

も
多
く
の
雑
貨
の
注
文
が
届
く
こ
と
を
ナ
タ
ー

シ
ャ
さ
ん
た
ち
、「
の
ぞ
み
21
」
の
み
な
さ
ん
は

待
って
い
ま
す
。

　
そ
し
て
最
後
に
、
ミ
ン
ス
ク
で
、
警
備
員
の

仕
事
を
し
な
が
ら
「
の
ぞ
み
21
」
の
運
営
も

続
け
て
い
る
ナ
タ
ー
シ
ャ
さ
ん
の
健
康
と
、
家

族
を
亡
く
さ
れ
た
悲
し
み
が
癒
さ
れ
る
こ
と

を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
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中
津
江
小
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
ベ
ラ
ル
ー
シ
へ
送
ら
れ
た
、

み
ん
な
の
手
形
や
絵
手
紙
、写
真
、折
り
紙
な
ど

ゴメリの写真集を手に、故・ステパンさん（左）とナターシャさん（右）
下は、日本の子どもたちからの手紙に喜ぶ、ナターリャちゃん

ナターリャちゃんからの返事の絵手紙

追
悼

　ス
テ
パ
ン
さ
ん

の
ぞ
み
21
と
の

交
流
を
通
し
て

商品を仕上げるのぞみ21スタッフ

小
山

　浩
一

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
・
小
学
校
教
諭

■
の
ぞ
み
21
と
の
交
流

　
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
活
動
の
中
に
は
、
と
っ
て
も
楽
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
「
ベ
ラ
ル
ー
シ
料
理
教

室
」。
ゴ
メ
リ
市
の
工
房
「
の
ぞ
み
21
」
の
ナ

タ
ー
シ
ャ
さ
ん
の
レ
シ
ピ
で
、
参
加
者
み
ん
な
で

一
生
懸
命
作
り
ま
す
。
そ
し
て
、
の
ぞ
み
21
の

作
品
を
お
手
本
に
、
無
地
の
マ
ト
リ
ョ
ー
シ
カ

人
形
に
思
い
思
い
の
絵
を
描
く
「
マ
ト
リ
ョ
ー

シ
カ
絵
付
け
会
」
や
、
ク
ロ
ス
ス
テ
ッ
チ
で
民
族

模
様
を
描
く
「
ベ
ラ
ル
ー
シ
刺
繍
教
室
」。

　
医
療
支
援
だ
け
で
な
く
、
こ
ん
な
活
動
を

通
し
て
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
文
化
や
ナ
タ
ー
シ
ャ
さ

ん
た
ち
の
あ
た
た
か
さ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
雑
貨
購
入
を
通
し
た
活
動
支
援
と
い

う
パ
ー
ト
ナ
ー
団
体
で
あ
る
と
同
時
に
、「
の

ぞ
み
21
」
は
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
と
って
大
き
な
大
き
な
存
在
で
す
。

■
の
ぞ
み
21
の
こ
れ
ま
で

　
一方
で
「
の
ぞ
み
21
」
は
悲
し
く
、つ
ら
く
、

厳
し
い
経
験
を
積
み
重
ね
て
き
て
い
ま
す
。

　
工
房
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
ナ
タ
ー
シ
ャ

と
ス
テ
パ
ン
夫
妻
の
長
男
、
オ
レ
グ
が
10
代
で

白
血
病
に
か
か
り
、
治
療
を
終
え
て
退
院
し

た
後
に
待
っ
て
い
た
、
社
会
的
孤
立
で
し
た
。

被
曝
者
差
別
を
経
験
し
、
自
分
の
体
調
に
合

わ
せ
て
し
か
働
く
こ
と
の
で
き
な
い
経
験
を
通

し
て
、
オ
レ
グ
と
夫
妻
は
、
被
災
し
た
元
患

者
や
障
が
い
を
持
つ
若
い
世
代
の
た
め
に
、
交

流
と
経
済
的
自
立
の
場
を
作
ろ
う
と
、
１
９

９
５
年
に
工
房
「
の
ぞ
み
21
」
を
始
め
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
１
９
９
８
年
、
オ
レ
グ
は
甲
状

腺
ガ
ン
が
肺
に
転
移
し
、
肺
ガ
ン
の
た
め
に
、

20
歳
の
若
さ
で
命
を
落
と
し
ま
す
。
気
を
落

と
し
、
工
房
の
閉
鎖
も
考
え
た
夫
妻
を
支
え

た
の
は
、
共
に
が
ん
ば
っ
て
き
た
若
い
仲
間
た

ち
だ
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
夫
妻
は
そ
の
後
も

運
営
を
続
け
、
知
り
合
い
の
紹
介
で
、
２
０
０

０
年
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
出
会
い
ま
し
た
。
そ

れ
が
、
私
た
ち
と
の
最
初
の
出
会
い
で
し
た
。

　
以
来
、
工
房
運
営
の
支
援
だ
け
で
な
く
、

雑
貨
の
仕
入
れ
と
日
本
で
の
紹
介
を
通
し
て

も
、
工
房
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
チ
ェル
ノ
ブ

イ
リ
事
故
15
年
目
の
キ
ャ
ンペ
ー
ン
の
際
に
は
、

ナ
タ
ー
シ
ャ
、
ス
テ
パ
ン
夫
妻
が
来
日
し
、
日

本
各
地
を
回
り
ま
し
た
。

　
２
０
０
４
年
、
私
が
初
め
て
ベ
ラ
ル
ー
シ
へ
行

っ
た
時
に
、
二
人
と
、
そ
の
長
女
ニ
ー
ナ
さ
ん

に
も
会
い
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
か
ら
半
年
後

の
２
０
０
５
年
２
月
、
ニ
ー
ナ
さ
ん
は
胃
ガ
ン
の

た
め
、
一人
娘
の
ナ
タ
ー
リ
ャ
ち
ゃ
ん
を
残
し
て

世
を
去
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
２
０
０
８
年
８
月
に
は
、
前
号
で
も

お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、
ナ
タ
ー
シ
ャ
さ
ん
の

夫
で
あ
り
、「
の
ぞ
み
21
」
を
共
に
支
え
て
き

た
最
愛
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
ス
テ
パ
ン
さ
ん

を
、
不
慮
の
事
故
で
亡
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
の
中
に
あ
る一
家
族
に
降
り

か
か
る
哀
し
い
別
れ
に
言
葉
を
失
い
、
た
だ
一

緒
に
深
い
悲
し
み
を
受
け
止
め
る
ほ
か
で
き
ま

せ
ん
。

■
日
本
の
小
学
校
と
の
交
流
へ
向
け
て

　
２
０
０
５
年
に
調
査
団
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
訪

問
し
た
時
は
、
娘
の
ニ
ー
ナ
さ
ん
を
亡
く
し
て

間
が
な
い
頃
で
、
ナ
タ
ー
シ
ャ
さ
ん
ご
夫
妻
と

共
に
つ
ら
い
涙
を
流
し
ま
し
た
。
お
二
人
が
引

き
取
っ
た
孫
の
ナ
タ
ー
リ
ャ
ち
ゃ
ん
も
、
精
神

的
に
不
安
定
な
様
子
が
見
て
取
れ
ま
し
た
。

　
何
と
か
彼
女
を
励
ま
す
こ
と
は
で
き
な
い

か
。
帰
国
し
て
す
ぐ
に
、
前
任
校
で
あ
る
中

津
江
小
学
校
（
大
分
県
日
田
市
）
で
担
任
し

て
い
た
３
年
生
の
子
ど
も
た
ち
15
人
に
伝
え

る
と
、
み
ん
な
で
ナ
タ
ー
リ
ャ
ち
ゃ
ん
を
励
ま

そ
う
と
、
た
よ
り
を
書
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
描
い
て
、

か
ん
た
ん
な
励
ま
し
の
言
葉
を
添
え
た
だ
け
で

し
た
が
、
そ
の
次
の
検
診
団
に
託
し
、
ナ
タ
ー

リ
ャ
ち
ゃ
ん
へ
届
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
す
る
と

ナ
タ
ー
リ
ャ
ち
ゃ
ん
か
ら
も
か
わ
い
ら
し
い
絵
が

届
き
、
中
津
江
の
子
ど
も
た
ち
も
大
喜
び
で

し
た
。

　
中
津
江
の
地
域
行
事
で
は
、「
の
ぞ
み
21
」

の
雑
貨
を
売
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
さ
せ
て
も
ら

い
、
子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に
手
伝
っ
て
く
れ
、

た
く
さ
ん
の
寄
付
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
子
た
ち
と
は
、
水
俣
市
の

「
ほ
っ
と
は
う
す
」
の
人
々
（
胎
児
性
の
水
俣

病
患
者
の
み
な
さ
ん
）
を
学
校
に
招
い
て
の
交

流
も
行
い
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
や
水
俣
を
通
し

て
、
た
く
さ
ん
の
「
い
の
ち
」
の
学
習
を
行
い

ま
し
た
。

　
次
の
年
に
日
田
市
内
の
学
校
（
現
勤
務

校
）
に
異
動
し
、
こ
こ
の
子
ど
も
た
ち
に
も

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
や
「
の
ぞ
み
21
」
の
こ
と
を

伝
え
、
ナ
タ
ー
リ
ャ
ち
ゃ
ん
へ
の
励
ま
し
の
た
よ

り
も
書
き
、
返
事
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
う
し
て
、「
の
ぞ
み
21
」
と
日
田
の

子
ど
も
た
ち
と
が
交
流
を
深
め
て
い
き
ま
し

た
。

■
中
津
江
か
ら
の
手
紙

　再
び

　
そ
ん
な
中
、
２
０
０
７
年
の
調
査
団
が
、
ナ

タ
ー
リ
ャ
ち
ゃ
ん
と
、
彼
女
が
通
って
い
る
学
校

の
ク
ラ
ス
か
ら
の
た
よ

り
や
写
真
、
ク
ラ
ス
の

み
ん
な
の
手
形
な
ど
を

私
の
と
こ
ろ
へ
届
け
て

く
れ
ま
し
た
。

　
汚
染
地
で
あ
る
ゴ
メ

リ
市
で
の
生
活
は
幼
い

子
に
と
っ
て
危
険
だ
と

の
判
断
か
ら
、
現
在
、

ナ
タ
ー
リ
ャ
ち
ゃ
ん
は

ナ
タ
ー
シ
ャ
さ
ん
と
一
緒

に
、
首
都
ミ
ン
ス
ク
で

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
そ

の
ミ
ン
ス
ク
の
小
学
校

か
ら
の
交
流
の
希
望
の

た
よ
り
で
す
。
夢
の
よ

う
な
話
に
、
す
ぐ
に
で

も
実
現
し
た
い
と
こ
ろ

で
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
今
の
学
校
で
、
彼
女

に
た
よ
り
を
書
い
た
子

ど
も
た
ち
は
卒
業
し
て

し
ま
い
、
今
年
度
は
な

か
な
か
取
り
組
め
ま
せ

ん
。

　
せ
っ
か
く
の
申
し
出

を
な
ん
と
か
し
た
い
思

い
で
、
前
任
校
、
中
津

江
小
学
校
へ
連
絡
し
ま

し
た
。
熱
心
な
担
任
の

Ｔ
先
生
が
協
力
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ナ

タ
ー
リ
ャ
ち
ゃ
ん
か
ら
の
品
物
を
預
か
って
く
れ

ま
し
た
。

　
９
月
23
日
、
中
津
江
小
の
運
動
会
。
子
ど

も
た
ち
の
様
子
を
見
に
行
く
と
、
６
年
生
と

し
て
、
全
校
を
引
っ
ぱ
っ
て
く
れ
て
い
る
た
く

ま
し
い
あ
の
子
た
ち
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ナ
タ
ー
リ
ャ
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
聞
く

と
、「
も
う
ぼ
く
た
ち
手
紙
書
い
た
よ
。」
と

言
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
１
学
期
か
ら
２
学

期
と
、
運
動
会
練
習
中
の
大
忙
し
の
中
で
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
く
れ
て
い
た
の
で

す
。

　
ま
も
な
く
、Ｔ
先
生
が
中
津
江
小
か
ら
ベ
ラ

ル
ー
シ
へ
送
る
た
よ
り
を
持
って
来
て
く
れ
ま
し

た
。
彼
は
、
６
年
生
の
取
り
組
み
だ
け
で
終

わ
ら
せ
ず
、
全
校
へ
も
呼
び
か
け
て
く
れ
て
い

ま
し
た
。
ミ
ン
ス
ク
の
学
校
か
ら
届
い
た
物
の

中
に
、
ナ
タ
ー
リ
ャ
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
全
員
の

手
形
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
お
返
し
に
中
津
江

小
の
全
校
の
子
ど
も
た
ち
の
手
形
を
一
枚
の
紙

に
と
っ
て
く
れ
て
い
た
の
で
す
。
そ
し
て
中
津

江
小
の
様
々
な
活
動
の
様
子
が
写
っ
た
写
真
も

た
く
さ
ん
。
も
ち
ろ
ん
６
年
生
た
ち
が
見
よ

う
見
ま
ね
の
ロ
シ
ア
語
や
日
本
語
で
書
い
た
手

紙
も
あ
り
ま
し
た
。

■
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に

　
今
回
の
調
査
団
が
、
熱
い
思
い
の
こ
も
っ
た

た
よ
り
を
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
へ
届
け
て
く
れ
ま
し

た
。「
あ
な
た
た
ち
の
こ
と
を
思
っ
て
い
る
子
ど

も
た
ち
が
、
日
本
に
い
ま
す
よ
。
こ
れ
か
ら
も

が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。
応
援
し
て
い
ま
す
。」
そ

ん
な
思
い
が
き
っ
と
伝
わ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
言
葉
の
壁
が
あ
っ
て
、
ど
の
く
ら
い

の
こ
と
が
こ
れ
か
ら
で
き
る
の
か
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
ロ
シ
ア
語
の
得
意
な
山
田
英
雄
さ
ん
や

山
口
英
文
さ
ん
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
今
後

も
子
ど
も
た
ち
を
つ
な
い
で
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
現
在
、
２
年
生
に
な
っ
た
ナ
タ
ー
リ
ャ

ち
ゃ
ん
や
彼
女
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
の
交
流
の
実

現
を
ご
期
待
下
さ
い
。

　
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
が
、
子
ど
も
た
ち
な

り
の
支
援
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。「
の
ぞ
み

21
」
の
み
な
さ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
未
来
へ
の

望
み
を
も
っ
て
活
動
を
続
け
て
い
け
る
よ
う

に
、
み
な
さ
ん
と
共
に
大
き
な
支
援
を
届
け

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
日
本
か
ら
少
し
で

も
多
く
の
雑
貨
の
注
文
が
届
く
こ
と
を
ナ
タ
ー

シ
ャ
さ
ん
た
ち
、「
の
ぞ
み
21
」
の
み
な
さ
ん
は

待
って
い
ま
す
。

　
そ
し
て
最
後
に
、
ミ
ン
ス
ク
で
、
警
備
員
の

仕
事
を
し
な
が
ら
「
の
ぞ
み
21
」
の
運
営
も

続
け
て
い
る
ナ
タ
ー
シ
ャ
さ
ん
の
健
康
と
、
家

族
を
亡
く
さ
れ
た
悲
し
み
が
癒
さ
れ
る
こ
と

を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。



13 12

聞
く
の
と
で
は
全
く
現
実
味
も
、
得
ら
れ
る
知
識

も
比
べ
も
の
に
な
り
ま
せ
ん
。
毎
日
が
新
発
見
で
楽

し
い
（
と
い
う
と
語
弊
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す

が
）、
全
く
苦
の
な
い
、
学
生
に
戻
り
た
く
な
い
よ

う
な
気
持
ち
で
し
た
。

　そ
ん
な
充
実
感
の
他
に
も
、
私
に
刺
激
を
与
え

て
く
れ
る
存
在
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

短
期
間
で
出
会
っ
た
人
み
ん
な
が
そ
う
で
す
。
私
の

周
り
に
は
国
際
協
力
に
つ
い
て
深
く
語
れ
る
人
は
ほ

と
ん
ど
居
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
他
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
の

方
々
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ベン
ト
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
お

客
様
な
ど
み
ん
な
が
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を
持
っ
て
い

て
、
そ
れ
に
つい
て
語
れ
た
こ
と
は
す
ご
く
プ
ラ
ス
に

な
り
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
事
務
所
の
仕
事
や
、
イ
ベ
ン
ト
に
積
極

的
に
参
加
し
、
自
分
の
出
来
る
こ
と
を
一
生
懸
命

や
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ご
協
力
の

程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　こ
ん
に
ち
は
。
私
は
福
岡
教
育
大
学
教
育
学
部

　共
生
社
会
教
育
課
程

　国
際
共
生
教
育
コ
ー
ス

３
年
の
北
村
悠
で
す
。
10
月
６
日
か
ら
10
日
間
、

イ
ン
タ
ー
ン
生
と
し
て
こ
の
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
ま
だ
ま
だ
学
び
た
い
、
自
分
が
出
来
る
こ
と
を
し

た
い
、
と
思
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
今
も
微
力

な
が
ら
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　こ
こ
で
の
10
日
間
は
大
学
で
学
ん
で
き
た
３
年
間

よ
り
濃
い
も
の
だ
っ
た
と
言
って
も
過
言
で
は
な
い
く

ら
い
で
し
た
。

　私
は
将
来
、
国
際
協
力
に
関
わ
る
仕
事
に
就
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
と
は
い
う
も
の
の
、
実
際

行
動
に
移
し
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
教
育
系
の
仕

事
に
就
く
こ
と
と
も
迷
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め

毎
日
授
業
、
塾
の
講
師
の
バ
イ
ト
、
部
活
と
漠
然

と
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
た
だ
そ
の
中
で
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
留
学
し
た
こ
と
に
よ
り
、
や
は
り
世
界

に
目
を
向
け
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
強
ま
っ
た
の
で

す
。
そ
れ
位
の
気
持
ち
で
３
年
に
な
り
、
就
職
活

動
を
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
始
め
て
い
た

と
き
、
実
際
に
働
い
て
み
れ
ば
前
に
進
め
る
か
も
し

れ
な
い
、
イ
ン
タ
ー
ン
に
参
加
し
て
み
よ
う
、
と
考

え
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。

　し
か
し
、
実
際
に
働
か
せ
て
い
た
だ
き
、
は
っ
き

り
と
国
際
協
力
が
し
た
い
と
決
心
し
た
の
で
す
。

　チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
に
つ
い
て
少
し
は
知
っ

て
い
た
つ
も
り
で
し
た
が
、
私
の
生
ま
れ
る
前
の
事

件
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
実
際
に
は
知
ら
な
い
こ

と
ば
か
り
で
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン
開
始
前
に
い
く
つ

か
文
献
で
調
べ
て
行
っ
た
の
で
す
が
、
実
際
の
話
を

インターンさん、いらっしゃ～い！

学生インターン報告

３
年
の
北
村
悠
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
生
と
し
て
こ
の
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
ま
だ
ま
だ
学
び
た
い
、
自
分
が
出
来
る
こ
と
を
し

た
い
、
と
思
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
今
も
微
力

な
が
ら
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

よ
り
濃
い
も
の
だ
っ
た
と
言
って
も
過
言
で
は
な
い
く

ら
い
で
し
た
。

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
と
は
い
う
も
の
の
、
実
際

行
動
に
移
し
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
教
育
系
の
仕

事
に
就
く
こ
と
と
も
迷
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め

毎
日
授
業
、
塾
の
講
師
の
バ
イ
ト
、
部
活
と
漠
然

と
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
た
だ
そ
の
中
で
、
オ
ー
ス

と
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
た
だ
そ
の
中
で
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
留
学
し
た
こ
と
に
よ
り
、
や
は
り
世
界

に
目
を
向
け
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
強
ま
っ
た
の
で

す
。
そ
れ
位
の
気
持
ち
で
３
年
に
な
り
、
就
職
活

動
を
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
始
め
て
い
た

と
き
、
実
際
に
働
い
て
み
れ
ば
前
に
進
め
る
か
も
し

れ
な
い
、
イ
ン
タ
ー
ン
に
参
加
し
て
み
よ
う
、
と
考

え
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。

り
と
国
際
協
力
が
し
た
い
と
決
心
し
た
の
で
す
。

て
い
た
つ
も
り
で
し
た
が
、
私
の
生
ま
れ
る
前
の
事

件
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
実
際
に
は
知
ら
な
い
こ

と
ば
か
り
で
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン
開
始
前
に
い
く
つ

か
文
献
で
調
べ
て
行
っ
た
の
で
す
が
、
実
際
の
話
を

事
に
就
く
こ
と
と
も
迷
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め

毎
日
授
業
、
塾
の
講
師
の
バ
イ
ト
、
部
活
と
漠
然

と
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
た
だ
そ
の
中
で
、
オ
ー
ス

子ども向けに作ったチェルノブイリクイズ。分かりやすいと大好評！

10月の地球市
民どんたくにて

。

他団体のイン
ターン生と一緒

に

民族衣装を着
て活動ＰＲ♪

●●●　事務局より　●●●
2週間のインターン、本当にお疲れさまで
した。短い期間でしたが、色々とありがと
うございました！その明るい人柄と大き
な声がステキで、こちらも元気をもらうこ
とができました。事務作業もイベントで
も、取り組む姿勢が積極的で、私たちスタ
ッフもとても勉強になりました。これから
もボランティアで来て下さるとのこと、頼
りにしています。よろしくお願いします！
なお、事務局では常時インターンを募集し
ています。ＮＧＯの現場で経験を積んでみ
ませんか？お待ちしています！（み）

「インターン」とは、勉強中の学生が、社
会で働くとはどういうことかを知るため
の、短期の職場体験です。チェルノブイリ
医療支援ネットワークでは、2005年より
福岡教育大学（宗像市）からインターンを
受け入れています。同大から6人目となる
悠ちゃんの、10日間のインターンレポー
トをどうぞ。

き
た
む
ら
は
る
か

「
ち
ゃ
り
亭
」
は
「
美
味
し
く
食
べ

て
、
気
軽
に
社
会
貢
献
」
を
合
言
葉

に
活
動
す
る
３
人
の
ユ
ニッ
ト
で
、
会
費

の
半
分
を
カ
ン
パ
に
充
て
る
チ
ャ
リ
テ
ィ

食
事
会
が
季
節
ご
と
に
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
お
い
し
い
食
事
を
み
ん
な
で
囲

み
な
が
ら
、
社
会
で
起
こ
っ
て
い
る
問

題
に
つい
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し

て
、
そ
の
問
題
に
対
し
て
い
つ
の
間
に
か

自
分
も
貢
献
で
き
て
い
る･･･

「
ち
ゃ
り

亭
」
に
参
加
し
て
み
て
、
社
会
活
動
に

参
加
す
る
方
法
に
色
ん
な
か
た
ち
が
あ

る
な
ぁ
と
、
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

日
々
の
活
動
の
様
子
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
ブ
ロ
グ
」

で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
わ
れ
る
方
は
、ぜ
ひ

そ
ち
ら
も
合
わ
せ
て
ご
覧
下
さ
い
。http://w

w
w
.cher9.to/

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
た
ち
と
交
流
♪

ラ
ン
チ
を
し
な
が
ら
チ
ャ
リ
テ
ィ
♪

事
務
局
日
誌
よ
り

主
な
活
動
報
告

福
岡
市
役
所
前
広
場
で
行
わ
れ
た
秋
の

恒
例
イ
ベ
ン
ト
「
国
際
協
力
フ
ェス
タ
・

地
球
市
民
ど
ん
た
く
２
０
０
８
」
に
出

展
。
ブ
ー
ス
で
は
支
援
コ
ー
ヒ
ー
も
よ
く

売
れ
、「
お
い
し
い
！
」
と
い
う
声
を
多

く
の
方
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
に
苦
労
し
た
「
の
ぞ
み
21
」

雑
貨
も
大
好
評
♪
ま
た
今
年
は
新
た

に
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
・
ク
イ
ズ
」
も
作

り
、
通
り
が
か
り
の
老
若
男
女
に
ク
イ

ズ
を
出
題
。
楽
し
み
つつ
活
動
を
Ｐ
Ｒ
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
色
々
な
方
法

で
活
動
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
！

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
〜
♪

ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
♪

◆
８
月
31
日（
日
）「
ち
ゃ
り
亭
・
夏
の
陣
」に
て
活
動
報
告

◆
９
月
27
日（
土
）事
務
局
お
ひ
ろ
め
会

新
し
い
事
務
所
を
ぜ
ひ
多
く
の
人
に
知

っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
た
ち
を
中
心
に
お
ひ
ろ
め
会
を
開

催
。
お
茶
と
お
菓
子
を
囲
み
な
が
ら
、

活
動
の
こ
と
や
現
地
の
様
子
に
つい
て
、

お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
交
流
し
ま
し

た
。

★
今
後
、
事
務
局
オ
ー
プ
ン
デ
イ
と
し

て
、
奇
数
月
第
４
土
曜
日
の
午
後
に
交

流
サ
ロ
ン
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
ち

ょっ
と
活
動
を
知
り
た
い
、
事
務
局
を

見
て
み
た
い
と
い
う
方
が
集
ま
れ
る
、

気
軽
で
気
さ
く
な
場
で
す
。
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
〜
す
。

◆
10
月
11
日（
土
）〜
13
日（
月
祝
）地
球
市
民
ど
ん
た
く
２
０
０
８

◆
10
月
26
日（
日
）ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ェ
ス
タ
福
岡
２
０
０
８

こ
ち
ら
も
秋
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
。
博
多
リ

バ
レ
イ
ン
５
階
に
設
営
さ
れ
た
広
め
の
ブ

ー
ス
を
フ
ル
活
用
し
、
パ
ネ
ル
や
雑
貨
、

チ
ラ
シ
な
ど
を
設
置
。
ご
家
族
で
会
員

さ
ん
が
立
ち
寄
っ
て
下
さ
っ
た
り
、
チ
ェル

ノ
ブ
イ
リ
の
現
状
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
た

り
、
多
く
の
方
に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
天
気
に
も
関

わ
ら
ず
、
屋
外
で
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
会
場
に
も
た
く
さ
ん
の
方
が

足
を
運
ん
で
く
だ
さ
り
、
多
く
の
支
援

カ
ン
パ
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ボランティアさん募集
あなたのお暇な時間を、チェルノ
ブイリ被災者のために当てて下
さいませんか？事務局では、空い
たお時間に、活動をお手伝いくだ
さるボランティアさんを探してい
ます。地道な仕事もありますが、
どれも大切な支援です。ボランテ
ィア登録もあります。
まずは一度ご連絡下さい。
TEL/FAX  092-944-3841

チ
ャ
リ
テ
ィ
ヘ
ア
サ
ロ
ン

大
盛
況
の
う
ち
に
終
了

５
回
目
と
な
っ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ヘ
ア
サ
ロ
ン

「
ス
ネ
ガ
ビ
ー
ク
」。
11
月
３
日
に
開
催

し
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト

に
は
、
な
ん
と
過

去
最
多
の
１
５
７
名

の
方
が
来
場
下
さ
い

ま
し
た
。
詳
細
は

次
号
で
報
告
予
定

で
す
。
ど
う
ぞ
お

楽
し
み
に
！

チ
ャ
リ
テ
ィ
ヘ
ア
サ
ロ
ン

大
盛
況
の
う
ち
に
終
了

次号掲
載

古
賀
駅

★
○

○あおやぎ会館さん
オーガニック広場○
ひふみさん

○
デイリーヤマザキさん

花屋サンガーデン
さん

至小倉

至博多

東口

西口

サンリブさん○

事務局
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聞
く
の
と
で
は
全
く
現
実
味
も
、
得
ら
れ
る
知
識

も
比
べ
も
の
に
な
り
ま
せ
ん
。
毎
日
が
新
発
見
で
楽

し
い
（
と
い
う
と
語
弊
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す

が
）、
全
く
苦
の
な
い
、
学
生
に
戻
り
た
く
な
い
よ

う
な
気
持
ち
で
し
た
。

　そ
ん
な
充
実
感
の
他
に
も
、
私
に
刺
激
を
与
え

て
く
れ
る
存
在
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

短
期
間
で
出
会
っ
た
人
み
ん
な
が
そ
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で
す
。
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の

周
り
に
は
国
際
協
力
に
つ
い
て
深
く
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れ
る
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と
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ど
居
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
他
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
の

方
々
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ベン
ト
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
お

客
様
な
ど
み
ん
な
が
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を
持
っ
て
い

て
、
そ
れ
に
つい
て
語
れ
た
こ
と
は
す
ご
く
プ
ラ
ス
に

な
り
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
事
務
所
の
仕
事
や
、
イ
ベ
ン
ト
に
積
極

的
に
参
加
し
、
自
分
の
出
来
る
こ
と
を
一
生
懸
命

や
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ご
協
力
の

程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　こ
ん
に
ち
は
。
私
は
福
岡
教
育
大
学
教
育
学
部

　共
生
社
会
教
育
課
程

　国
際
共
生
教
育
コ
ー
ス

３
年
の
北
村
悠
で
す
。
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月
６
日
か
ら
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間
、

イ
ン
タ
ー
ン
生
と
し
て
こ
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チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支

援
ネ
ッ
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ワ
ー
ク
で
お
世
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。
そ
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ま
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い
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を
し

た
い
、
と
思
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
今
も
微
力

な
が
ら
協
力
さ
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て
い
た
だ
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お
り
ま
す
。

　こ
こ
で
の
10
日
間
は
大
学
で
学
ん
で
き
た
３
年
間

よ
り
濃
い
も
の
だ
っ
た
と
言
って
も
過
言
で
は
な
い
く

ら
い
で
し
た
。

　私
は
将
来
、
国
際
協
力
に
関
わ
る
仕
事
に
就
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
と
は
い
う
も
の
の
、
実
際

行
動
に
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し
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は
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ま
せ
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で
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。
教
育
系
の
仕

事
に
就
く
こ
と
と
も
迷
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め

毎
日
授
業
、
塾
の
講
師
の
バ
イ
ト
、
部
活
と
漠
然

と
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
た
だ
そ
の
中
で
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
留
学
し
た
こ
と
に
よ
り
、
や
は
り
世
界

に
目
を
向
け
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
強
ま
っ
た
の
で

す
。
そ
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気
持
ち
で
３
年
に
な
り
、
就
職
活

動
を
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
始
め
て
い
た

と
き
、
実
際
に
働
い
て
み
れ
ば
前
に
進
め
る
か
も
し

れ
な
い
、
イ
ン
タ
ー
ン
に
参
加
し
て
み
よ
う
、
と
考

え
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。

　し
か
し
、
実
際
に
働
か
せ
て
い
た
だ
き
、
は
っ
き

り
と
国
際
協
力
が
し
た
い
と
決
心
し
た
の
で
す
。

　チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
に
つ
い
て
少
し
は
知
っ

て
い
た
つ
も
り
で
し
た
が
、
私
の
生
ま
れ
る
前
の
事

件
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
実
際
に
は
知
ら
な
い
こ

と
ば
か
り
で
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン
開
始
前
に
い
く
つ

か
文
献
で
調
べ
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行
っ
た
の
で
す
が
、
実
際
の
話
を

インターンさん、いらっしゃ～い！

学生インターン報告

子ども向けに作ったチェルノブイリクイズ。分かりやすいと大好評！

10月の地球市
民どんたくにて

。

他団体のイン
ターン生と一緒

に
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●●●　事務局より　●●●
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も、取り組む姿勢が積極的で、私たちスタ
ッフもとても勉強になりました。これから
もボランティアで来て下さるとのこと、頼
りにしています。よろしくお願いします！
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ています。ＮＧＯの現場で経験を積んでみ
ませんか？お待ちしています！（み）

「インターン」とは、勉強中の学生が、社
会で働くとはどういうことかを知るため
の、短期の職場体験です。チェルノブイリ
医療支援ネットワークでは、2005年より
福岡教育大学（宗像市）からインターンを
受け入れています。同大から6人目となる
悠ちゃんの、10日間のインターンレポー
トをどうぞ。

き
た
む
ら
は
る
か

「
ち
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り
亭
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美
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食
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て
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社
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献
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リ
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催
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囲
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。
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献
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介
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チェルノブイリ医療支援
ネットワーク事務局
〒811-3102
福岡県古賀市駅東2-6-26
パステル館203号
TEL/FAX 092-944-3841
e-mail jimu@cher9.to
月～土曜　10:00～18:00

　2008年６月に移転した、新事務所内部をどーんと公開！
　ＪＲ古賀駅より徒歩５分。チェルノブイリ関連書籍や通信バックナ
ンバー、現地の写真などがあり、活動の様子を詳しく知ることがで
きます。「のぞみ21」雑貨販売も行っています。
　会員さんやボランティアさんが気軽に集まれる、そんなスペース
にしたいと考えています。お近くにお越しの際は、ぜひ一度お立ち寄
りください！

チェルノブイリ医療支援ネットワークの
古賀市の新事務所をご紹介します♪

新事務所へようこそ！新事務所へようこそ！

いらっしゃいませ～♪案内役の
マトリョーシカちゃんです。
さぁ、どうぞお入り下さい♪

出勤したら、まずメール＆
留守電をチェック。

チェルノブイリ関連書籍は約110冊。
貸し出しもしています♪

もちろん「のぞみ21」の
雑貨もありますよー♪
販売もしています。

会報誌「チェルノブイリ
通信」バックナンバーも
置いています♪

「はい、チェルノブイリ医療支援
ネットワークです♪」会員さんや
問合せの電話もよくかかります。

事務所はJR古賀駅より
徒歩5分！電車が走って
いるの、見えますか？

ほっと一息。ふぅ。普段は、会議や作業、応接スペース
として使っています♪

＜JR古賀駅方面＞

お
願
い

自
分
の
で
き
る
範
囲
で
、支
え
続
け
た
い

坂口 馨子さん
＜北九州市若松区＞

本日の会員さん

腹話術人形のよしや君といっしょに。

会員さん
紹介コーナー

このコーナーでは、チェルノ
ブイリを支えて下さっている
会員の皆さまより、医療支援
活動への思いや現地への
メッセージをお聞かせいた
だきます。  取材／寺嶋、三島

Vol.3

私も応援しています！
　チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
知
っ
た
の
は
、
２
０
０
６
年
に
、
ブ
ッ
ク
レ

ッ
ト
『
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
群
像
』
が
出
版
さ

れ
た
の
を
新
聞
で
読
ん
だ
の
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
以
前
の
事
務
所
（
遠
賀
郡
水
巻
町
）

は
、
自
宅
か
ら
車
で
20
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
だ

っ
た
の
で
、
何
度
か
会
報
の
発
送
作
業
や
事

務
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
活
動
を
通
じ
て
、
た
く
さ
ん
の
素
晴
ら

し
い
方
々
に
出
会
え
た
こ
と
は
、
私
の
財
産
に

な
り
ま
し
た
。

　チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
支
援
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
も
い

つ
も
美
味
し
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。「
食
卓

か
ら
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
支
援
を
」
と
い
う
ア
イ

デ
ア
が
素
敵
で
す
よ
ね
。
通
信
も
毎
号
じ
っ

く
り
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　子
ど
も
を
持
つ一
人
の
親
と
し
て
、
ま
た
世

界
唯
一の
被
爆
国
民
と
し
て
、
平
和
や
核
廃

絶
の
テ
ー
マ
を
ど
う
子
ど
も
た
ち
へつ
な
い
で
い

く
か
と
い
う
問
い
は
、
常
に
私
の
心
の
ど
こ
か

に
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　団
体
の
理
事
で
あ
り
、
小
学
校
で
教
鞭
を

取
ら
れ
て
い
る
小
山
さ
ん
が
、「
命
」
を
テ
ー

マ
に
授
業
を
さ
れ
、
水
俣
病
や
チ
ェル
ノ
ブ
イ

リ
原
発
事
故
の
現
場
を
ま
ず
自
ら
訪
れ
、
教

材
研
究
を
さ
れ
、
可
能
な
限
り
子
ど
も
た
ち

と
現
地
の
人
び
と
と
の
交
流
を
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
将
来
教
員
を
目

指
し
て
い
る
学
生
た
ち
が
、
小
山
さ
ん
の
お

話
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ど
ん
な

に
素
晴
ら
し
い
だ
ろ
う
と
思
い
、
母
校
福
岡

教
育
大
学
の
か
つ
て
の
指
導
教
官
に
ご
相
談
に

伺
っ
た
と
こ
ろ
、
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
２
０
０

７
年
１
月
に
小
山
さ
ん
の
講
演
会
が
実
現
し

ま
し
た
。

　今
の
大
学
生
た
ち
は
外
に
目
が
向
い
て
い
な

い
、
と
耳
に
し
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
小
山
さ

ん
に
よ
る
講
義
を
瑞
々
し
い
感
性
で
受
け
止

め
た
学
生
た
ち
の
反
応
を
見
て
、
私
は
そ
う

で
は
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
今
の
若
い
人
た
ち

も
、
知
る
機
会
さ
え
あ
れ
ば
ち
ゃ
ん
と
響
く

の
だ
と
。
谷
口
雅
子
先
生
に
は
、
貴
重
な
機

会
を
作
っ
て
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　わ
ず
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
工
房
「
の
ぞ

み
21
」
の
支
援
も
続
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
前
号
の
通
信
で
ス
テ
パ
ン
さ
ん
の
訃
報

を
知
り
、
ナ
タ
ー
シ
ャ
さ
ん
が
今
、
ど
れ
ほ
ど

深
い
悲
し
み
と
絶
望
の
淵
に
あ
ら
れ
る
だ
ろ
う

か
と
思
う
と
、
言
葉
を
失
く
し
ま
す
。
知
人

に
、
や
は
り
困
難
を
抱
え
る
子
ど
も
達
の
た

め
の
集
ま
る
場
づ
く
り
を
さ
れ
て
い
て
、
そ
の

途
中
で
夫
を
病
気
で
亡
く
さ
れ
た
方
が
い
ま

す
。
ナ
タ
ー
シ
ャ
さ
ん
の
こ
と
が
そ
の
知
人
と

重
な
り
、
他
人
事
と
は
ど
う
し
て
も
思
え
な

い
の
で
す
。

　ナ
タ
ー
シ
ャ
さ
ん
ご一
家
を
は
じ
め
、
被
災

さ
れ
た
方
の
多
く
は
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
拝
察

し
ま
す
が
、
私
も
キ
リ
ス
ト
者
で
す
。
ナ
タ

ー
シ
ャ
さ
ん
の
ご
健
康
が
守
ら
れ
ま
す
よ
う

に
。
ど
う
か
彼
女
に
、
困
難
を
乗
り
越
え
ら

れ
る
力
が
与
え
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。
工
房
の

大
切
な
活
動
が
こ
れ
か
ら
も
継
続
で
き
ま
す

よ
う
に
。
朝
に
、
夕
に
、
切
に
祈
ら
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　実
は
、
自
身
も
体
が
あ
ま
り
丈
夫
で
は

な
い
た
め
、
体
力
が
許
す
範
囲
で
の
小
さ
な

お
手
伝
い
し
か
、
こ
れ
か
ら
も
で
き
そ
う
に

あ
り
ま
せ
ん
。
細
く
長
く
、
お
手
伝
い
さ
せ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
、
教
会
の
バ
ザ
ー

で
、
支
援
コ
ー
ヒ
ー
と
の
ぞ
み
の
雑
貨
を
販
売

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
娘
の
通
う
学
校
の
先

生
方
に
、
通
信
前
号
で
の
石
峯
中
学
で
の
授

業
の
様
子
を
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
し
て

い
ま
す
。
一人
で
も
多
く
の
方
が
、
チ
ェル
ノ
ブ

イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
や
、
の

ぞ
み
21
の
尊
い
働
き
に
つい
て
知
って
下
さ
る
よ

う
に
な
り
、
祈
り
と
支
援
を
寄
せ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り
致
し
て
お
り
ま

す
。（
談
）

　イベント出店等のため、不在にすることもあります。おいで下さる際には、
　念のため事前に電話等でお知らせいただけると助かります。
　事務局ボランティアについては、詳しくは、P13をご覧下さい。

09
年
度

通
常
総
会
の
ご
案
内

２
０
０
９
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
す
。
１
年

間
の
活
動
報
告
と
来
年
度
の
計
画
を
検
討
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。
終
了
後
に

は
、
楽
し
い
懇
親
会
も
開
催
し
ま
す
♪
資
料
と
軽

食
の
準
備
の
た
め
事
前
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

日
時
／
２
０
０
９
年
２
月
21
日(

土)

　
　
　午
後
16
時
〜
18
時

場
所
／
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　事
務
所
（
13
頁
地
図
参
照
）

内
容
／
08
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
報
告

　
　
　お
よ
び
承
認
、
09
年
度
事
業
計
画

　
　
　・
収
支
予
算
の
承
認

　な
ど

今
だ
か
ら
こ
そ
、
子
ど
も
と
一
緒
に
読
み
た
い

作
文
集
『
わ
た
し
た
ち
の
涙
で
雪
だ
る
ま

が
溶
け
た
～
子
ど
も
た
ち
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
』

時
は
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

１
９
８
６
年
４
月
26
日
の
前

と
、
そ
の
後
に
―
。

　
　
　

　
　
　
　
　
（
作
文
集
よ
り
）

２２
年
前
に
起
き
た
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
は
、
子
ど
も

た
ち
の
目
に
ど
う
映
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
被
災
経
験

や
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
美
し
い
自
然
や
故
郷
へ
の
思
い
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
ま
っ
す
ぐ
な
言
葉
が
胸
を
打
ち
ま

す
。
95
年
に
出
版
し
て
以
来
、
全
国
で
読
ま
れ
続
け

て
い
る
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
で
す
。
中
学
生
で
も
読
み
や
す
い

よ
う
に
、
ル
ビ
と
解
説
付
き
。

価
格
／
１
，
３
０
０
円
（
送
料
込
み
）

お
申
込
み
／
事
務
局
ま
で

今
号
の
感
想
や
読
ん
で
み
た
い
記
事
な
ど
、
通
信
へ
の

感
想
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方
の
中

か
ら
抽
選
で
３
名
様
に
、
作
文
集
『
わ
た
し
た
ち
の
涙

で
雪
だ
る
ま
が
溶
け
た
』
を
差
し
上
げ
ま
す
。
今
号
の

感
想
は
２
月
末
日
締
切
。
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
。
当
選

は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

PRESENT
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さぁ、どうぞお入り下さい♪

出勤したら、まずメール＆
留守電をチェック。

チェルノブイリ関連書籍は約110冊。
貸し出しもしています♪

もちろん「のぞみ21」の
雑貨もありますよー♪
販売もしています。

会報誌「チェルノブイリ
通信」バックナンバーも
置いています♪

「はい、チェルノブイリ医療支援
ネットワークです♪」会員さんや
問合せの電話もよくかかります。

事務所はJR古賀駅より
徒歩5分！電車が走って
いるの、見えますか？

ほっと一息。ふぅ。普段は、会議や作業、応接スペース
として使っています♪

＜JR古賀駅方面＞
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切
な
活
動
が
こ
れ
か
ら
も
継
続
で
き
ま
す

よ
う
に
。
朝
に
、
夕
に
、
切
に
祈
ら
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　実
は
、
自
身
も
体
が
あ
ま
り
丈
夫
で
は

な
い
た
め
、
体
力
が
許
す
範
囲
で
の
小
さ
な

お
手
伝
い
し
か
、
こ
れ
か
ら
も
で
き
そ
う
に

あ
り
ま
せ
ん
。
細
く
長
く
、
お
手
伝
い
さ
せ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
、
教
会
の
バ
ザ
ー

で
、
支
援
コ
ー
ヒ
ー
と
の
ぞ
み
の
雑
貨
を
販
売

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
娘
の
通
う
学
校
の
先

生
方
に
、
通
信
前
号
で
の
石
峯
中
学
で
の
授

業
の
様
子
を
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
し
て

い
ま
す
。
一人
で
も
多
く
の
方
が
、
チ
ェル
ノ
ブ

イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
や
、
の

ぞ
み
21
の
尊
い
働
き
に
つい
て
知
って
下
さ
る
よ

う
に
な
り
、
祈
り
と
支
援
を
寄
せ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り
致
し
て
お
り
ま

す
。（
談
）

　イベント出店等のため、不在にすることもあります。おいで下さる際には、
　念のため事前に電話等でお知らせいただけると助かります。
　事務局ボランティアについては、詳しくは、P13をご覧下さい。

09
年
度

通
常
総
会
の
ご
案
内

２
０
０
９
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
す
。
１
年

間
の
活
動
報
告
と
来
年
度
の
計
画
を
検
討
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。
終
了
後
に

は
、
楽
し
い
懇
親
会
も
開
催
し
ま
す
♪
資
料
と
軽

食
の
準
備
の
た
め
事
前
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

日
時
／
２
０
０
９
年
２
月
21
日(

土)

　
　
　午
後
16
時
〜
18
時

場
所
／
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　事
務
所
（
13
頁
地
図
参
照
）

内
容
／
08
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
報
告

　
　
　お
よ
び
承
認
、
09
年
度
事
業
計
画

　
　
　・
収
支
予
算
の
承
認

　な
ど

今
だ
か
ら
こ
そ
、
子
ど
も
と
一
緒
に
読
み
た
い

作
文
集
『
わ
た
し
た
ち
の
涙
で
雪
だ
る
ま

が
溶
け
た
～
子
ど
も
た
ち
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
』

時
は
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

１
９
８
６
年
４
月
26
日
の
前

と
、
そ
の
後
に
―
。

　
　
　

　
　
　
　
　
（
作
文
集
よ
り
）

２２
年
前
に
起
き
た
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
は
、
子
ど
も

た
ち
の
目
に
ど
う
映
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
被
災
経
験

や
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
美
し
い
自
然
や
故
郷
へ
の
思
い
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
ま
っ
す
ぐ
な
言
葉
が
胸
を
打
ち
ま

す
。
95
年
に
出
版
し
て
以
来
、
全
国
で
読
ま
れ
続
け

て
い
る
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
で
す
。
中
学
生
で
も
読
み
や
す
い

よ
う
に
、
ル
ビ
と
解
説
付
き
。

価
格
／
１
，
３
０
０
円
（
送
料
込
み
）

お
申
込
み
／
事
務
局
ま
で

今
号
の
感
想
や
読
ん
で
み
た
い
記
事
な
ど
、
通
信
へ
の

感
想
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方
の
中

か
ら
抽
選
で
３
名
様
に
、
作
文
集
『
わ
た
し
た
ち
の
涙

で
雪
だ
る
ま
が
溶
け
た
』
を
差
し
上
げ
ま
す
。
今
号
の

感
想
は
２
月
末
日
締
切
。
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
。
当
選

は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

PRESENT
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　チェルノブイリ医療支援ネットワークは、チェルノブイリ原発事故で被災した人々のために、現地から
求められる医療支援を行います。
　この活動を通して、日本とベラルーシの人々の心と心のつながりを深めます。

福岡県古賀市駅東2-6-26　パステル館203号
TEL・FAX　092-944-3841

検診団派遣を終えて
～第三世代の医師育成と新たな展開～

ブレストでの甲状腺ガン検診に参加して
～細胞診の現場から～

被災地での検診に参加して感じたもの
～研修医と学生の視点から～

被災地での乳ガン検診
まずは第一歩前進へ

追悼　ステパンさん
のぞみ２１との交流を通して

学生インターン報告

事務局日誌より　主な活動報告

事務局へようこそ！

会員さん紹介コーナー

募金者のお名前とメッセージ

特集：第８回ブレスト検診団帰国報告

「のぞみ21」で働くオレイシャとイーゴリ。ハンディを乗り越えて結ばれた若い二人に、今年新しい家族が増えた

た
く
さ
ん
の
募
金
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
皆
様
の
愛
の
活
動
に
応
援
し
て
い
ま
す
。●
息
長
く
支
援
を
続

け
る
皆
様
に
は
感
謝
で
す
。寺
嶋
さ
ん
も
理
事
長
に
な
ら
れ
世
代

が
若
く
な
り
た
の
も
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。●
検
診
団
派
遣
カ
ン
パ

の
目
標
額
達
成
を
祈
っ
て
ま
す
。●
い
つ
も
お
便
り
楽
し
み
に
し
て

読
ん
で
い
ま
す
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
必
要
な
時
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

●
秋
の
検
診
団
派
遣
の
成
功
を
祈
り
ま
す
。●
早
く
健
康
に
な
り
、

安
穏
な
日
々
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。●
い
つ
も
お
つ
か
れ
様
で
す
。

●
月
日
が
過
ぎ
忘
れ
が
ち
で
す
が
、
今
も
苦
し
ま
れ
て
い
る
方
々

の
少
し
で
も
お
役
に
立
ち
た
く
思
い
ま
す
。●
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の

事
故
の
後
も
村
に
残
っ
た
人
々
は
ど
う
し
て
い
ら
れ
る
の
で
し
ょ

う
。●
み
な
さ
ま
に
愛
と
光
が
ふ
り
そ
そ
ぎ
ま
す
よ
う
に
！
●
支

援
に
関
わ
っ
て
い
る
方
々
の
御
多
幸
を
お
祈
り
し
ま
す
。●
ス
テ
パ

ン
さ
ん
の
訃
報
に
驚
い
て
い
ま
す
。ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。●
い
つ
も
自
分
の
幸
せ
を
か
み
し
め
て
い
ま
す
。地
球
で
起
こ

る
全
て
の
人
災
が
失
く
な
り
ま
す
よ
う
に
。●
少
し
で
も
役
立
て

て
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
い
で
す
。●
み
ん
な
の
優
し
さ
が
形
に

な
り
ま
す
よ
う
に
、
願
っ
て
い
ま
す
。●
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て

下
さ
い
。応
援
し
ま
す
。●
わ
ず
か
で
す
が
、
協
力
さ
せ
て
い
た
だ

け
て
感
謝
し
ま
す
。●
被
害
に
苦
し
む
方
が
、少
し
で
も
減
り
ま
す

よ
う
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。●
私
は
こ
の
活
動
を
知
り
合
い
の

お
店
で
知
り
ま
し
た
。同
じ
世
界
に
こ
ん
な
に
苦
し
ん
で
い
る
人

が
い
る
な
ん
て
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
ん
な
私
１
人
の
募
金
で

は
、あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、１
人
で
も
多
く
の

方
々
の
命
が
助
か
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【
北
海
道
】
児
玉
佐
喜
子

　【東
京
都
】
金
子
幸
夫  

松
本
美
智
代  

山
崎
さ
お
り

　榎
本
み
つ
枝

　マ
イ
ン
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　【神
奈
川

県
】
江
口
英
顕
・
恭
子

　宮
脇
正

　【埼
玉
県
】
高
柳
俊
哉

　【山
梨

県
】
キ
ー
プ
自
然
学
校

　キ
ー
プ
森
の
よ
う
ち
え
ん

　【長
野
県
】

岡
田
薫

　【静
岡
県
】
渋
谷
け
い
子

　佐
々
木
悦
子

　【大
阪
府
】
植

村
仁
美

　堀
江
誠
子

　チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
友
の
会
伏
見
台 

菊
池
順
子

　【京
都
府
】
上
野
結

　細
川
弘
明

　【兵
庫
県
】
日
野
佳
代
子

　米

家
ひ
と
み

　【島
根
県
】
高
山
幸
子

　吉
井
紀
子

　【岡
山
県
】
武
田

麻
希

　【広
島
県
】
松
井
由
美
子

　脇
坂
幸
江

　中
本
治
嘉
子

　山

田
英
雄
【
山
口
県
】
菅
根
愛
子

　大
谷
正
穂

　山
本
美
代
子

　林
隆

子

　【愛
媛
県
】
め
ぐ
み
保
育
園
職
員
一
同

　【福
岡
県
】
山
崎
末
吉

　首
藤
展
子

　秋
葉
靖
子

　深
堀
ミ
チ
子

　藤
ノ
原
良
子

　川
辺
希

和
子

　後
藤
尚
子

　稲
田
泉

　中
村
幸
枝

　天
賀
京
子

　井
手
昌
子

　渡
辺
絹
子

　重
住
秀
子

　中
村
順
子

　サ
ト
ウ
矯
正
歯
科
ク
リ
ニ

ッ
ク

　藪
陽
子

　渡
辺
真
志
子

　白
水
明
代

　福
岡
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ･

ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
セ
ン
タ
ー

　森
満
子

　関
根
敏
子

　渡
邉
裕
美

　

丸
山
千
絵

　吉
村
啓

　伊
藤
ま
ゆ
み

　稲
吉
清
子

　吉
村
千
恵
子

　

久
保
カ
ヨ
子

　下
川
孝
子

　稲
垣
栄
子

　宇
都
宮
裕
子

　吉
竹
佐
智

江

　市
来
郁
子

　久
野
マ
ス
子

　緒
方
勢
子

　ち
ゃ
り
亭

　村
上
彩

子

　藤
平
理
香

　白
石
京
子

　上
野
三
佳
子

　入
江
種
文

　西
尾
禮

子

　石
井
綾

　下
田
豊
文

　池
田
阿
里

　山
浦
真
弓

　馬
場
登
喜
子

　深
田
俊
江

　江
口
都
世
子

　神
田
郁
子

　い
の
う
え
し
ん
ぢ

　淀

川
良
子

　里
見
照
子

　チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
友
の
会

　筑
豊
互
助
会

　

亀
井
廣
子

　山
本
和
弘

　地
球
市
民
ど
ん
た
く
・
ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ェ

ス
タ
ご
来
場
の
皆
さ
ん

　【佐
賀
県
】
庄
籠
道
子

　岸
川
美
好

　山

本
利
香

　吉
森
康
隆

　古
川
恵
子

　【長
崎
県
】
太
田
千
賀
子

　塩

塚
秀
代

　井
上
喜
久
子

　野
中
緑

　高
藤
富
美
子

　松
井
晴
美

　宮

本
美
智
子

　【熊
本
県
】
オ
ビ
ロ
山
本
枝
美
子

　峯
和
代

　坂
本
寿

美
代

　後
藤
優
子

　原
岡
ひ
と
み

　織
田
洋
子

　大
辻
恵
美
子

　祝

喜
代
子

　緒
方
君
江

　山
田
美
佐
子

　橋
口
日
出
夫

　小
出
明
美

　

添
田
恵

　加
藤
敬
子

　加
藤
タ
ケ
子

　【大
分
県
】
西
胤
和
奏

　内

田
明
子

　谷
口
照
代

　河
上
し
げ
み

　小
野
直
子

　小
野
す
み
江

　

桜
井
美
喜
子

　内
幸
美

　関
と
み
子

　大
園
広
子

　グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
生
活
協
同
組
合
お
お
い
た

　ぽ
こ
あ
ぽ
こ

　澤
田
和
子
【
宮
崎

県
】
長
岡
博
子

　細
山
田
チ
カ

　兼
行
恵
子

　【鹿
児
島
県
】
松
永

る
り
子

　大
倉
加
奈
恵

　森
た
よ
子

　馬
場
美
保
子

　工
房
フ
ラ
ワ

ー
ズ
・
戸
川
み
ど
り

　安
藤
多
鶴
子

　樋
園
光
子

　福
本
智
子

　江

本
リ
エ

　山
田
愛

　福
壽
淑
子

　日
高
太

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
じ
ゃ
が
い

も
の
お
う
ち

　【沖
縄
県
】
浅
井
由
美
子

●
マ
ン
ス
リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
の
み
な
さ
ん
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

LIFE
&
A
R
T

青
空
・
東
海
林
由
紀

　上
村
匠
子

　富
永
隆
史

　大
場

満

　中
川
暁
夫

　

A
leksandroveP

olina

　長
岡
幸
子

　丹
羽
道
代

　丸
山
小
よ
り

　永
尾
ゆ
か
り

　大
麻
卓
子

　高
山
知
佐
子

　山
本
亮

輔

　有
末
あ
け
み

　川
尻
愛
子

　佐
竹
早
苗

　藤
本
孝
子

　片
岡
八
重

子

　友
景
忍

　村
田
聡
子

　斉
藤
美
代
子

　三
野
桂
子

　神
田
有
希

子

　大
中
百
合

　松
尾
智
恵
子

　清
水
悦
子

　坂
本
ヒ
ロ
子

　坂
口
馨

子

　森
川
キ
ミ
エ

　古
賀
輝
洋

　金
山
涼
子

　楢
崎
悦
子

　大
崎
知
恵

　大
久
保
仲
子

　村
西
美
由
紀

　室
屋
芳
乃

　納
富
育
代

　福
井
初

子

　佐
藤
照
子

　中
村
洋
子

　平
笙
子

　財
津
悠
子

　佐
藤
進
一

　佐

藤
一
江

　永
野
沙
智
子

　水
本
敬
子

　山
中
陽
子

　前
田
靖
子

　田
中

京
子

　廣
松
初
美

　武
田
孝
子

　河
上
雅
夫

　白
浜
千
恵
子

　延
壽

富
美

　山
本
敬
子

　内
野
希
和
美

　岩
口
香
織

　永
江
之
子

　石
本

祥
二
郎

　竹
田
恵
子

　相
川
靖

　土
持
秀
男
・
由
利
子
・
朱
加

　菊

池
香
寿
美

　礒
道
綾
子

　後
藤
宇
企
子

　珍
部
千
鳥

　坪
川
裕
子

　

稲
田
照
子

　計
74
名
（
匿
名
含
む
）
　

（
２
０
０
８
年
８
月
１
日
〜
10
月
31
日
ま
で
に
募
金
を
し
て
下
さ
っ
た

方
、な
ら
び
に
「
の
ぞ
み
21
」
雑
貨
、チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
支
援
コ
ー
ヒ
ー
・

紅
茶
の
購
入
を
通
じ
て
活
動
を
支
援
し
て
下
さ
っ
た
方
で
す
。
通
信
に

お
名
前
を
紹
介
す
る
こ
と
を
ご
許
可
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
い

ま
す
）

「
株
式
会
社
カ
タ
ロ
グ
ハ
ウ
ス
」
様
よ
り
、
３
５
０
万
円
の
運
営
支
援

カ
ン
パ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
被
災
地

を
支
え
る
事
務
運
営
費
と
し
て
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
会
員
さ
ん
か
ら
の
ご
希
望
に
お
答
え
し
、
今
号
よ
り
お
名
前
を
都
道

府
県
ご
と
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

●「
マ
ン
ス
リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
は
、
毎
月
ご
希
望
の
額
を
口
座
か

ら
自
動
引
き
落
と
し
す
る
形
の
支
援
で
す
。
継
続
的
な
ご
寄
付
に
よ

り
、
よ
り
安
定
し
た
支
援
を
被
災
者
へ
と
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
、

引
き
落
と
し
金
額
は
３
０
０
円
か
ら
、
好
き
な
時
に
開
始
・
停
止
で
き

ま
す
。
簡
単
な
手
続
き
を
説
明
し
た
資
料
を
お
送
り
致
し
ま
す
の
で
、

事
務
局
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

た
く
さ
ん
の
募
金
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
８
月
～
10
月
に
募
金
下
さ
っ
た
方
々
で
す
。
敬
称
略
）

皆
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
一
部
抜
粋
）

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
発
行
が
遅
れ
に

遅
れ
、
や
っ
と
の
お
届
け
で
す
。
２
月
は
総
会
、
３
月
末

は
ア
ル
ツ
ー
ル
医
師
来
福
予
定
と
行
事
が
続
き
ま
す
。
編

集
・
企
画
・
イ
ベ
ン
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
常
時
募
集
中
。

本
年
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
（
寺
）

■「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
通
信
」
が
置
い
て
あ
る
と
こ
ろ
（
順
不
同
）。

▽（
財
）
福
岡
国
際
交
流
協
会
・
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ザ
▽（
財
）
福
岡
県
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
▽
福
岡
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
セ
ン
タ
ー
あ
す
み
ん

▽（
特
活
）Ｎ
Ｇ
Ｏ
福
岡
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
▽
福
岡
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
▽（
財
）
北
九
州
国

際
交
流
協
会
▽
北
九
州
市
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
▽
Ｋ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｈ

（
中
間
店
・
小
倉
店
）▽
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｉ（
直
方
市
）▽
久
留
米
市
市
民
活
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
以
上
福
岡
県
）▽
ほ
っ
と
は
う
す
（
熊
本
県
水
俣
市
）▽

企
業
組
合
エ
コ
ネ
ッ
ト
み
な
ま
た
（
同
上
）▽
あ
る
が
ま
ま
舎
（
大
分
県
九
重

町
）▽
国
立
長
崎
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館
▽
日
田
市
人
権
情
報
セ
ン
タ

ー
▽（
特
活
）
関
西
国
際
交
流
団
体
協
議
会
▽
キ
ー
プ
自
然
学
校
（
山
梨
県
北

杜
市
）▽（
特
活
）
名
古
屋
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
▽
国
際
協
力
プ
ラ
ザ
（
東
京
都

文
京
区
）▽
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
台
所
（
東
京
都
港
区
）▽
順
（
東
京
都
中
央
区
）

■
Ｎ
Ｅ
Ｗ
！
新
規
通
信
設
置
場
所

▽
マ
イ
テ
ィ
ガ
ル
（
福
岡
県
福
岡
市
）▽
企
業
組
合
ワ
ー
カ
ー
ズ
み
ん
と
（
福

岡
県
古
賀
市
）▽
気
ま
ぐ
れ
や
（
福
岡
県
嘉
麻
市
）

後編
記集

地球にやさしい再生紙と大豆インクを使用しています。

通
信
前
号
で
検
診
団
派
遣
カ
ン
パ
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、

多
く
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
検
診
団
派
遣
ま
で

に
約
80
万
円
の
ご
寄
付
が
集
ま
り
、
今
年
も
無
事
に
検
診
団

を
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

合

　計

　
　５
，０
２
９
，０
9
６
円

　
　活
動
支
援
金

　２
６
８
件

　４
，８
３
７
，７
９
６
円

　
　の
ぞ
み
21
カ
ン
パ

　
　
　３９
件

　
　　１
４
３
，８
０
０
円

　
　雪
だ
る
ま
３
号
カ
ン
パ

　１９
件

　
　
　　４
７
，５
０
０
円




